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デ
ジ
タ
ル
版
で
こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
！

▲

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
に
シ
ー
ソ
ー

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
37
丁
目
と
38
丁
目

の
間
に
12
台
の
大
型
シ
ー
ソ

ー
が
登
場
し
て
市
民
を
楽
し

ま
せ
て
い
る
。
同
地
域
の
繊

維
問
屋
組
合
商
店
会
連
合
が

企
画
し
た
も
の
で
、
普
段
は

歩
行
者
天
国
で
市
民
憩
い
の

場
を
提
供
し
て
い
る
が
「
常

に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
躍
動
感

を
伝
え
な
が
ら
市
民
に
笑
顔

で
楽
し
ん
で
欲
し
い
」
と
バ

ー
バ
ラ
・
ブ
レ
ア
商
店
会
連

合
会
長
。
家
族
連
れ
や
カ
ッ

プ
ル
、
平
日
も
大
人
た
ち
が

童
心
に
返
っ
て
楽
し
ん
で
い

る
。
今
月
31
日
ま
で
。
利
用

は
無
料
。
（
写
真
・
12
日
正

午
、
三
浦
良
一
撮
影
）

繊維街に歓声
大人も子供も
今月31日まで

◇
本
紙
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
行
の
フ
リ
ー
紙
で
Ｎ
Ｙ
地
区
で

「
日
本
経
済
新
聞
」
と
と
も
に
折
り
込
ま
れ
て
配
達
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
日
本
国
内
で
は
青
山
学
院
大
学
図
書
館
（
青
山

キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
常
備
、
東
京
大
学
本
郷
・
駒
場
両
図
書
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ハ
ー
レ
ム
と
日
本
と
を
結
ぶ

文
化
の
橋
渡
し
役
と
し
て
活
躍

し
た
ト
ミ
ー
・
富
田
さ
ん
が
11

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
病

院
で
肺
炎
の
た
め
亡
く
な
っ

た
。
80
歳
だ
っ
た
。
リ
ュ
ー
ジ

ュ
の
日
本
代
表
選
手
と
し
て
１

９
７
２
年
の
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
。
そ
の
後
、
東
京
六

本
木
の
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
「
バ
ラ

ン
タ
イ
ン
」
の
オ
ー
ナ
ー
と
な

り
阿
川
泰
子
ら
多
く
の
ス
タ
ー

を
誕
生
さ
せ
た
。
85
年
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
へ
渡
り
、
「
ア
ポ
ロ
劇

場
」
に
平
井
堅
ら
プ
ロ
・
ア
マ

問
わ
ず
大
勢
の
日
本
人
を
出
演

さ
せ
て
い
る
。
ハ
ー
レ
ム
の
黒

人
教
会
と
創
設
し
た
「
ハ
ー
レ

ム
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ゴ
ス
ペ

ル
・
ク
ワ
イ
ヤ
ー
」
が
２
０
１

０
年
、
全
米
最
大
級
の
ゴ
ス
ペ

ル
大
会
で
優
勝
し
て
い
る
。

（
人
物
評
伝
５
面
社
会
面
に
）

故・富田さん

ト
ミ
ー
富
田
さ
ん
死
去

日
本
と
ハ
ー
レ
ム
橋
渡
し

Ｎ
Ｙ
市
観
光
局
（
Ｎ
Ｙ

Ｃ
＆
カ
ン
パ
ニ
ー
）
は
21
日

（
火
）
か
ら
２
月
９
日
（
日
）

ま
で
、
高
級
店
の
グ
ル
メ
も

手
頃
な
価
格
で
味
わ
え
る
恒

例
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ウ
ィ
ー
ク

を
開
催
す
る
。

１
９
９
２
年
に
ス
タ
ー
ト

し
今
年
で
28
回
目
を
迎
え
る

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
年
２
回

行
わ
れ
、
市
内
の
参
加
店
は

一
律
プ
リ
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
値

段
で
ラ
ン
チ
と
デ
ィ
ナ
ー
に

コ
ー
ス
料
理
を
提
供
す
る
。

３
６
５
店
舗
の
う
ち
、
23
店

舗
は
今
回
が
初
参
加
と
な
る
。

２
コ
ー
ス
の
ラ
ン
チ
の
値
段

は
26
ド
ル
、
３
コ
ー
ス
の
デ

ィ
ナ
ー
は
42
ド
ル
。

予
約
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トn

y
cgo.com

を
参
照
す

る
。 レ

ス
ト
ラ
ン
週
間

21
日
か
ら
開
催
へ

党
立
候
補
者
の
中
で
も
純
資
産

が
推
定
５
０
０
億
ド
ル
の
ブ
ル

ー
ム
バ
ー
グ
氏
に
は
及
ば
な

い
。
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
氏
の
資

産
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
17
倍
と
も

言
わ
れ
る
。
同
氏
は
、
昨
年
11

月
の
大
統
領
選
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
開
始
以
降
、
毎
週
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
に
２
億
５
０
０
０
万
ド
ル
を

投
じ
て
い
る
と
い
う
。
ブ
ル
ー

ム
バ
ー
グ
氏
陣
営
は
、
ス
ー
パ

ー
・
ボ
ウ
ル
の
Ｃ
Ｍ
広
告
の
内

容
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い

が
、
大
統
領
選
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

活
動
に
、
Ｎ
Ｙ
本
部
に
は
３
０

０
人
、
ほ
か
30
州
に
５
０
０
人

の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
た
と
伝

え
て
い
る
。

米
大
統
領
選
の
出
馬
を
表
明

し
て
い
る
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ル
ー

ム
バ
ー
グ
前
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

長
が
７
日
、
大
統
領
選
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
２
月

２
日
に
行
わ
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
リ
ー
グ

（
Ｎ
Ｆ
Ｌ
）
の
優
勝
決
定
戦
ス

ー
パ
ー
・
ボ
ウ
ル
の
当
日
１
日

の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
、
１
０
０
０

万
ド
ル
（
約
11
億
円
）
を
投
じ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ス
ー
パ
ー
・
ボ
ウ
ル
の
テ
レ

ビ
放
映
は
毎
年
、
最
高
視
聴
率

を
記
録
し
、
Ｃ
Ｍ
に
投
じ
る
企

業
や
そ
の
内
容
も
話
題
に
な
る

ほ
ど
、
企
業
の
景
気
動
向
や
個

人
の
影
響
力
を
表
し
て
い
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ブ

ル
ー
ム
バ
ー
グ
氏
の
広
報
担
当

者
に
よ
る
と
、
同
氏
は
、
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
30

秒
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
広
告
を
出

す
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
直
後

に
、
倍
の
60
秒
枠
の
購
入
を
決

断
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
ト
ラ

ン
プ
陣
営
は
、
す
で
に
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
も
60
秒
枠
を
確
保
し

て
い
る
と
伝
え
、
毎
年
、
最
高

視
聴
率
を
記
録
す
る
Ｃ
Ｍ
権
を

め
ぐ
る
大
統
領
選
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
バ
ト
ル
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
は
財
務

利
益
が
あ
る
と
は
言
え
、
民
主

ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
も
う
一
つ
の
闘
い

大
統
領
選
Ｃ
Ｍ
合
戦
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今
の
季
節
、
一
番
寒
い
時
期

に
は
ツ
イ
ー
ド
や
フ
ラ
ノ
と
い

っ
た
羊
毛
を
素
材
と
し
た
生
地

が
重
宝
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中

で
綿
を
素
材
・
原
料
と
し
た
生

地
で
大
活
躍
を
し
て
く
れ
る
の

が
「
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
」
で
す
ね
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
日
本
の
様

な
ウ
ォ
ー
ム
・
ビ
ズ
は
あ
ま
り

な
い
か
も
？

と
思
い
ま
す
が
、

特
に
日
本
か
ら
の
駐
在
の
皆
様

に
は
日
本
的
な
加
工
が
さ
れ

た
、
例
え
ば
襟
の
ボ
タ
ン
の
色

が
黒
に
な
っ
て
い
た
り
、
派
手

な
ス
テ
ッ
チ
が
襟
や
袖
に
入
っ

た
ボ
タ
ン
ダ
ウ
ン
・
シ
ャ
ツ

は
、
な
る
べ
く
ス
ー
ツ
で
は
な

く
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
の
際
に
合

わ
さ
れ
る
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し

ま
す
。

コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
の
生
地
は
、

17
世
紀
に
英
国
は
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
で
作
ら
れ
た
の
が
オ
リ
ジ
ン

だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

し
てC

orduroy

と
い
う
言
葉

の
オ
リ
ジ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
語
と

い
う
説
が
あ
りC

ord
e

d
u

R
oi

、
フ
ラ
ン
ス
語
のcorde

に
は
畝
と
か
紐
と
言
っ
た
意
味

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ

っ
て
「
王
様
の
道
」
と
言
っ
た

意
味
が
あ
る
と
い
う
御
話
な
の

で
す
が
、
は
た
ま
た
「
王
様
の

生
地
」
と
言
っ
た
意
味
も
あ
る

の
だ
、
と
か
。

基
本
、
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
は
ベ

ル
ベ
ッ
テ
ィ
ン(

こ
れ
は
綿
、

ベ
ル
ベ
ッ
ト
は
シ
ル
ク
な
ん
で

す
、
違
う
の
で
す
！)

と
同
じ

織
り
方
に
畝
を
加
え
て
仕
上
げ

た
生
地
で
し
て
、
そ
の
分
、
丈

夫
さ
と
保
温
性
に
も
優
れ
た
生

地
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
国
の

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
農
作
業

用
の
服
と
し
て
着
ら
れ
、
ま
た

19
世
紀
の
英
国
に
お
い
て
は
、

煙
突
掃
除
の
作
業
の
方
々
に
愛

用
さ
れ
た
と
い
う
御
話
も
あ
り

ま
す
。

コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
の
畝
の
こ
と

をw
ale

と
言
い
ま
す
が
、
商

品
カ
タ
ロ
グ
な
ど
を
見
ま
す
と

6 w
ale, 8 w

ale, 16 w
ale

etc.

と

い

っ

た

表

記

が

「100%
 C

otton

」
の
素
材
表

示
の
後
に
御
目
に
留
ま
る
や
も

し
れ
ま
せ
ん
。w

ale

と
は
コ

ー
デ
ュ
ロ
イ
の
畝
を
意
味
し
て

お
り
ま
し
て
、
そ
し
て
数
字
が

小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
ほ
ど
、
よ

り
畝
が
太
い
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
の

生
地
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば8

w
ale

corduroy

と
は
１
イ
ン

チ(

２
・
５
４
セ
ン
チ
）
巾
に

８
本
の
畝
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
し
て
、
も
し
お
仕
事
用
で
し

た
ら16 w

ale

か
ら26 w

ale

く
ら
い
の
細
い
畝
巾
の
生
地
が

使
い
や
す
い
の
で
は
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
御
理
解
い
た

だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
畝

が
太
け
れ
ば
太
い
ほ
ど
カ
ジ
ュ

ア
ル
で
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
な
印
象

そ
し
て
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ

ま
す
。

コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
の
御
洋
服
を

お
求
め
の
際
は
、
ス
ー
ツ
で
も

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
も
御
用
途
に
応

じ
て
で
構
い
ま
せ
ん
が
、
も
し

出
来
ま
し
た
ら
細
い
畝
の
ス
リ

ー
ピ
ー
ス
を
御
奨
め
し
ま
す
。

色
は
お
仕
事
で
も
着
ら
れ
る
こ

と
を
考
え
、
ネ
イ
ヴ
ィ
ー
や
グ

レ
ー
そ
し
て
オ
リ
ー
ブ
・
グ
リ

ー
ン
、
タ
ン
・
ベ
ー
ジ
ュ
、
ブ

ラ
ウ
ン
と
い
っ
た
基
本
の
色
が

や
は
り
使
い
や
す
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
ス
リ

ー
ピ
ー
ス
な
の
か
と
申
し
ま
す

と
、
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
は
ス
ー
ツ

で
着
て
も
良
し
、
バ
ラ
シ
て
着

て
も
良
し
だ
か
ら
で
す
。
ス
リ

ー
ピ
ー
ス
の
ど
れ
か
一
つ
が
ダ

メ
に
な
っ
て
も
他
は
ず
っ
と
活

用
出
来
ま
す
か
ら
。
ヴ
ェ
ス
ト

は
ツ
イ
ー
ド
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な

ど
の
中
に
着
れ
ま
す
か
ら
。

機
会
が
あ
れ
ば
卒
業
の
ダ
ス

テ
ィ
ン
・
ホ
フ
マ
ン
、
ゴ
ッ
ド

フ
ァ
ー
ザ
ー
の
ア
ル
・
パ
チ
ー

ノ
、
そ
し
て
大
統
領
の
陰
謀
の

ロ
バ
ー
ト
・
レ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド

な
ど
御
覧
く
だ
さ
い
。
ス
ク
リ

ー
ン
の
中
の
名
優
さ
ん
た
ち
の

コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
の
着
こ
な
し
が

参
考
に
な
る
か
と
。

最
後
に
、
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
や

ベ
ル
ベ
ッ
テ
ィ
ン
は
他
と
は
生

地
の
使
い
方
が
全
く
異
な
り
ま

す
。
そ
れ
は
生
地
を
上
下
逆
さ

ま
に
使
う
こ
と
、
順
目
で
は
な

く
逆
目
な
の
で
す
。
そ
し
て
こ

の
こ
と
に
よ
っ
てluster

と
呼

ば
れ
ま
す
独
特
の
光
沢
が
生
ま

れ
る
の
で
す
が
、
日
本
製
は
残

念
な
が
ら
極
一
部
の
例
外
を
除

い
て
そ
の
様
に
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
パ
リ
で
見
か
け
る
コ
ー

デ
ュ
ロ
イ
が
何
故
か
素
敵
に
見

え
る
の
は
そ
の
せ
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん(

笑)

。
そ
れ
で
は
ま
た

次
回
。

け
ん
・
あ
お
き
／
日
系
ア
パ

レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
米
国
代
表
を

経
て
、
ト
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ス．

カ
ン
パ
ニ
ー
で
カ
ス
タ
ム
テ
ー

ラ
ー
の
か
た
わ
ら
、
紳
士
服
に

関
す
る
コ
ラ
ム
を
執
筆
。
１
９

５
９
年
生
ま
れ
。

イ
ケ
メ
ン
男
子

服
飾
Ｑ
＆
Ａ

イラスト・桑原節77

ケン 青木

コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
の
似
合
う
男
と
は

Photo: pintarest.com

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
主
催

の
ア
メ
リ
カ
ン
ソ
ン
グ
ブ
ッ

ク
・
シ
リ
ー
ズ
が
22
日
（
水
）

か
ら
２
月
29
日
（
水
）
ま
で
開

催
さ
れ
る
。
コ
ロ
ン
バ
ス
サ
ー

ク
ル
や
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の

眺
望
が
楽
し
め
る
都
会
の
オ
ア

シ
ス
的
な
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

Ｐ
・
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
の
ア
ペ

ル
・
ル
ー
ム
を
メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
に
、
今
年
も
充
実
し
た
公
演

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
楽
し
め
る
。
　
　

カ
ン
ト
リ
ー
、
ロ
ッ
ク
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
ジ
ャ
ズ
、
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
ー
、
Ｒ
＆
Ｂ
、
フ
ォ
ー
ク
、

そ
し
て
キ
ャ
バ
レ
ー
形
式
と
20

世
紀
か
ら
現
代
ま
で
の
ア
メ
リ

カ
で
誕
生
し
た
多
様
な
音
楽
ジ

ャ
ン
ル
を
紹
介
す
る
。
今
シ
ー

ズ
ン
は
ル
ー
フ
ァ
ス
・
ウ
ェ
イ

ン
ラ
イ
ト
を
は
じ
め
、
カ
ウ
ボ

ー
イ
・
ジ
ャ
ン
キ
ー
ス
や
ベ
テ

ラ
ン
の
ア
ン
ド
レ
・
デ
・
シ
ー

ル
ズ
、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
の
ス
テ

フ
ァ
ニ
ー
・
ブ
ラ
イ
ス
の
再
出

演
な
ど
計
15
回
の
シ
リ
ー
ズ
公

演
で
、
ア
メ
リ
カ
音
楽
の
広
い

裾
野
を
垣
間
見
る
良
い
機
会
。
　

入
場
料
や
開
演
時
間
は
公
演

に
よ
っ
て
異
な
る
。
チ
ケ
ッ
ト

は
ア
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
シ
ャ
ー
ホ

ー
ル
、
ジ
ャ
ズ
・
ア
ッ
ト
・
リ

ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
各
窓
口

の
ほ
か
、
電
話
２
１
２
・
７
２

１
・
６
５
０
０
、
ま
た
は
オ
ン

ラ
イ
ン
か
ら
購
入
で
き
る
。
詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.lin

coln
cen

ter.org

を
参
照
。

アメリカン・ソングブック

豪華な顔ぶれ
新春を彩る

ルーファス・ウェインライト ステファニー・ブライス

©The Graduation Embassy Home Enternainment
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２
０
０
６
年
７
月

にT
w
itter

の
サ
ー
ビ

ス
が
開
始
さ
れ
た
時
、

創
設
者
達
は
２
０
２

０
年
の
今
、
私

達
の
直
面
し
て

い
る
現
状
を
想

定
で
き
た
だ
ろ

う
か
？

米
国
大

統
領
に
よ
る
、

根
拠
の
乏
し
い

主
張
や
明
ら
か

な
嘘
も
含
む
膨

大
な
数
の
ツ
イ

ー
ト
、
そ
れ
ら
の
ツ
イ
ー

ト
を
必
ず
し
も
政
権
の
公

式
見
解
を
認
め
る
わ
け
で

は
な
い
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
。
こ
れ
ら
が
国
内
政
治

に
関
す
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
信
憑
性
の
是
非
は
と

も
か
く
、
仕
方
な
い
で
済

ま
せ
ら
れ
な
い
事
も
な

い
。
た
だ
、
こ
れ
が
他
国

と
の
争
い
事
と
な
る
と
話

は
別
で
あ
る
。
昨
年
12
月

末
か
ら
急
速
に
高
ま
っ
た

米
国
・
イ
ラ
ン
間
の
緊
張
は
、

１
月
２
日
の
米
国
に
よ
る
イ
ラ

ン
の
ソ
レ
イ
マ
ニ
司
令
官
暗

殺
、
そ
れ
に
報
復
す
る
形
を
取

っ
た
イ
ラ
ン
に
よ
る
イ
ラ
ク
基

地
へ
の
複
数
の
ロ
ケ
ッ
ト
砲
に

よ
る
攻
撃
を
経
て
、
「
こ
れ
は

新
た
な
大
戦
の
始
ま
り
か
？
」

と
い
う
懸
念
の
声
が
挙
が
る
よ

う
に
さ
え
な
っ
た
。
開
戦
と
い

う
運
び
に
な
れ
ば
、
様
々
な
形

で
数
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。
家
族
が
米
軍

に
従
事
し
て
い
る
人
達
、
日
本

関
係
船
舶
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
派
遣
が
実
施
さ
れ
た
海

上
自
衛
隊
の
家
族
に
し
て
も
、

未
だ
に
気
が
気
で
な
い
筈
だ
。

そ
れ
だ
け
「
重
い
」
話
で
あ
る

に
も
拘
ら
ず
、
本
件
に
絡
ん
だ

両
国
指
導
者
達
の
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
よ
る
応
酬
は
稚
拙
な
も
の
だ

っ
た
。
ソ
レ
イ
マ
ニ
司
令
官
暗

殺
直
後
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
米
国
の
国
旗
の
画
像
を
ツ

イ
ー
ト
し
た
。
次
に
イ
ラ
ン

に
よ
る
イ
ラ
ク
基
地
へ
の
攻

撃
に
合
わ
せ
、
今
度
は
イ
ラ

ク
外
相
が
イ
ラ
ク
国
旗
の
画

像
を
ツ
イ
ー
ト
。
数
時
間
後
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
全
て

問
題
な
い
。
犠
牲
者
と
被
害

の
状
況
を
現
在
調
査
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
」
と
予
想
外
に

冷
静
な
ツ
イ
ー
ト
を
発
信
、

世
界
中
の
懸
念
を
和
ら
げ
た

が
、
そ
れ
ら
の
や
り
取
り
に

は
緊
張
と
い
う
よ
り
も
怒
り

を
感
じ
た
。
現
状
は
少
し
落

ち
着
い
て
い
る
二
国
の
状
況

だ
が
、
次
に
緊
張
が
高
ま
っ

た
時
に
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ

う
か
？

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
開
戦

を
宣
言
し
、
結
果
と
し
て
多

く
の
人
命
が
失
わ
れ

た
場
合
、T

w
itter

の
置

か
れ
る
立
場
は
ど
う
な

る
の
か
。
そ
れ
以
前
に
、

法
的
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
に

よ
る
宣
戦
布
告
は
米
国

の
公
式
見
解
と
し
て
定

義
さ
れ
る
の
か
？

疑
問

は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
疑
問
は
一
刻

も
早
く
明
確
な
答
が
与

え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

www.egawanakaba.com

江川央の DIGITAL 最前線

国家紛争ツールとなったTwitter

米
食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

は
昨
年
12
月
31
日
、
す
べ
て
の

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
電
子
タ
バ
コ

製
品
の
販
売
を
禁
止
す
る
こ
と

を
正
式
に
発
表
し
た
。

米
疫
病
対
策
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ

Ｄ
Ｃ
）
が
９
日
に
公
表
し
た
最

新
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
今

月
７
日
ま
で
に
27
州
で
15
歳
を

含
む
57
人
が
電
子
タ
バ
コ
が
原

因
の
肺
疾
患
な
ど
で
死
亡
し
、

全
国
で
約
２
６
０
０
人
が
同
様

の
疾
患
で
病
院
で
治
療
を
受
け

て
い
る
。
特
に
味
や
香
り
の
付

い
た
電
子
タ
バ
コ
は
従
来
の
タ

バ
コ
製
品
よ
り
も
吸
い
や
す

く
、
健
康
の
害
が
少
な
い
と
い

う
誤
解
も
あ
り
、
急
増
す
る
10

代
の
若
者
の
使
用
の
問
題
が
深

刻
化
し
て
い
る
。
同
法
令
は
今

月
末
に
執
行
す
る
が
、
フ
レ
ー

バ
ー
無
し
お
よ
び
メ
ン
ソ
ー
ル

の
電
子
タ
バ
コ
は
例
外
と
な

る
。
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ア
ザ
ー
ル

米
保
健
社
会
福
祉
省
（
Ｄ
Ｈ
Ｈ

Ｓ
）
長
官
は
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
正
式
発

表
で
「
従
来
の
タ
バ
コ
を
や
む

を
得
ず
オ
フ
ラ
ン
プ
と
し
て
成

人
が
使
用
す
る
場
合
と
、
若
者

を
オ
ン
ラ
ン
プ
の
ニ
コ
チ
ン
依

存
か
ら
守
る
こ
と
で
、
適
正
な

公
衆
衛
生
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
」
と
話
し
て
い
る
。

昨
年
11
月
に
公
表
さ
れ
た
２

０
１
９
年
青
少
年
喫
煙
調
査

（
Ｎ
Ｙ
Ｔ
Ｓ
）
の
報
告
で
は
、

米
国
の
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
と
高

校
に
通
う
５
０
０
万
人
以
上
が

「
過
去
30
日
間
内
に
電
子
タ
バ

コ
を
吸
っ
た
」
、
約
１
０
０
万

人
が
「
毎
日
電
子
タ
バ
コ
を
吸

っ
て
い
る
」
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

健
康
に
対
す
る
影
響
の
懸
念
や

批
判
の
声
が
高
ま
る
な
か
、
電

子
タ
バ
コ
会
社
の
ジ
ュ
ー
ル

は
、
同
禁
止
令
を
前
に
ほ
と
ん

ど
の
フ
レ
ー
バ
ー
付
き
電
子
タ

バ
コ
の
製
造
を
止
め
て
い
る
。
ま
た
Ｆ
Ｄ
Ａ
は
昨
年
末
、
タ
バ

コ
製
品
の
購
入
可
能
年
齢
を
18

歳
か
ら
21
歳
に
引
き
上
げ
る
こ

と
を
発
表
し
て
い
る
。

27
州
で
57
人
が
死
亡

Ｎ
Ｙ
で
電
子
た
ば
こ
販
売
禁
止

店
内
大
改
装
の
た
め
、
商
品

を
わ
ず
か
15
メ
ー
ト
ル
動
か
す

の
も
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
本
店
と
も

な
る
と
大
仕
事
の
よ
う
だ
。
長

期
改
修
の
た
め
12
日
、
同
店
は

10
階
建
て
の
店
を
空
に
し
て
隣

の
元
ナ
イ
キ
店
に
移
転
。
11
万

４
１
７
９
個
に
及
ぶ
商
品
を
移

動
さ
せ
る
の
に
警
備
員
30
人
を

雇
い
、
数
百
台
の
モ
ニ
タ
ー
用

カ
メ
ラ
が
使
用
さ
れ
た
。

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
の
引
っ
越
し

は
関
係
者
に
口
止
め
さ
れ
、
秘

密
厳
守
の
も
と
に
行
わ
れ
、
12

日
の
移
動
の
際
も
、
ビ
ル
の
入

り
口
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
外
か

ら
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
行
わ

れ
た
。
移
動
の
前
に
も
、
同
社

幹
部
は
潜
在
的
な
犯
罪
に
神
経

を
尖
ら
せ
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ

デ
ィ
ア
を
監
視
す
る
会
社
も
雇

用
。
し
か
し
、
無
事
に
荷
物
の

移
動
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
関
係

者
に
は
ま
だ
大
き
な
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
る
大
仕
事
が
待
っ
て
い

た
。
商
品
を
荷
造
り
し
て
新
し

い
ス
ペ
ー
ス
に
運
搬
し
終
わ
っ

て
か
ら
18
時
間
以
内
に
開
業
す

る
よ
う
社
命
が
出
て
い
た
。
徹

夜
作
業
で
翌
13
日
月
曜
に
は
仮

新
店
舗
で
平
常
通
り
午
前
10
時

に
無
事
開
店
し
た
。
新
住
所
は

東
57
丁
目
６
番
地
。

ティファニー
改築工事のため一時

隣ビルに移転

２
日
付
の
Ｎ
Ｙ
ポ
ス
ト
と
デ

イ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
両
紙
は
、
地

下
鉄
の
座
席
に
関
す
る
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
在
住
の
男
性
の
ツ
イ
ー

ト
が
、
新
年
初
の
話
題
と
な
っ

て
い
る
と
伝
え
た
。

ユ
ー
ザ
ー
名
ゲ
イ
ブ
さ
ん
は

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん
、

ど
れ
が
一
番
い
い
座
席
で
し
ょ

う
か
」
と
問
い
か
け
る
と
同
時

に
、
Ｌ
型
に
設
置
さ
れ
て
い
る

座
席
の
写
真
と
車
内
の
略
図
を

投
稿
し
た
。
略
図
に
は
、
扉
に

最
も
近
い
席
が
１
番
、
そ
の
隣

が
２
番
、
向
か
い
合
わ
せ
に
な

る
ベ
ン
チ
席
が
３
番
、
３
番
の

ベ
ン
チ
に
向
か
い
合
う
ペ
ア
座

席
の
窓
側
が
４
番
、
通
路
側
が

５
番
と
示
さ
れ
て
い
る
。
同
ツ

イ
ー
ト
に
は
何
千
も
の
閲
覧
者

が
反
応
し
た
が
賛
否
両
論
で
、

地
下
鉄
の
座
席
に
つ
い
て
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
の
共
通
の
好
み
は

特
に
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

最
も
人
気
が
高
か
っ
た
の

は
、
隣
席
が
片
側
だ
け
で
扉
に

最
も
近
い
１
番
で
あ
る
一
方

「
最
も
ス
リ
に
あ
い
や
す
い
」

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
最
も

人
気
が
低
か
っ
た
の
は
、
両
側

に
乗
客
が
座
る
可
能
性
が
高
い

中
間
席
の
２
番
だ
っ
た
。
ま
た

12
年
間
Ｎ
Ｙ
市
長
を
務
め
、
大

統
領
選
出
馬
を
表
明
し
て
い
る

マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ

前
市
長
は
、
ど
の
座
席
に
も
確

答
し
な
い
６
番
を
選
び
「
私
は

い
つ
も
地
下
鉄
で
は
立
っ
て
い

る
」
と
ツ
イ
ー
ト
し
た
。

地下鉄席の
ツイートが話題

ブルームバーグ前市長も反応

超
厳
重
な
引
っ
越
し
大
作
戦
を
実
施

https://mikoto-inc.com/ads/
http://www.919usa.com
https://ibec-usa.com/


化
粧
タ
ン
ス
の
下
敷
き
と
な

っ
て
２
歳
の
子
供
が
死
亡
し
た

事
故
に
対
し
、
世
界
最
大
の
家

具
量
販
店
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
（
イ
ケ
ア
）

は
子
供
の
保
護
者
に
４
６
０
０

万
ド
ル
（
約
50
億
６
千
万
円
）

の
和
解
金
を
支
払
う
こ
と
で
合

意
し
た
。
被
害
者
家
族
の
弁
護

士
が
６
日
、
発
表
し
た
。
　

事
故
は
２
０
１
７
年
、
カ
ル

フ
ォ
ル
ニ
ア
で
起
き
た
。
イ
ケ

ア
の
３
段
引
き
出
し
の
Ｍ
Ａ
Ｌ

Ｍ
Ａ
ド
レ
ッ
サ
ー
（
化
粧
ダ
ン

ス
）
が
転
倒
、
２
歳
の
子
供
が

下
敷
き
と
な
っ
た
。
父
親
は
仮

眠
を
取
っ
て
い
た
た
め
す
ぐ
に

事
故
に
気
づ
か
ず
、
子
供
は
死

亡
し
た
。
弁
護
士
は
70
パ
ウ
ン

ド
（
約
32
キ
ロ
）
の
タ
ン
ス
が

「
背
面
と
底
面
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
る
と
不
安
定
と
な
る
こ
と

を
イ
ケ
ア
は
知
っ
て
い
た
」
と

主
張
し
て
い
た
。
同
様
の
タ
ン

ス
事
故
で
は
、
２
０
１
６
年
に

５
０
０
０
万
ド
ル
（
約
55
億
円
）

が
３
つ
の
家
族
に
分
割
し
て
支

払
わ
れ
て
い
る
。
子
供
の
不
法

な
死
亡
に
起
因
す
る
和
解
額
と

し
て
は
史
上
最
高
と
見
ら
れ

る
。

こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
は
、
同
様
の
タ
ン
ス
事

故
で
子
供
８
人
が
死
亡
し
て
い

る
。
イ
ケ
ア
は
２
０
１
６
年
に

３
段
引
き
出
し
の
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｍ
Ａ

ド
レ
ッ
サ
ー
８
０
０
万
個
を
含

む
、
２
９
０
０
万
個
の
タ
ン
ス

を
回
収
し
た
。
昨
年
６
月
に
は

子
供
の
事
故
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
た
転
倒
防
止
家
具
を
販

売
開
始
し
た
。

（5）　［社　会］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2020年（令和2年）1月18日（土）

●ニューヨーク島根県人会「新年会」＝1/24(金) 18:30 梓（3　E ４４
th St) Tel: 212-681-0001 参加費:５０ドル（税・チップ込み。飲み物別
料金。当日現金支払）申し込み・問い合わせは２０日（月）までにEメ
ール shimanekenjinkainewyork@gmail.comまで。●2020年北海道ゆかり
の会新年会＝1月23日（木）18:00~(受け付け17:45 (酒蔵イーストビレッ
ジ／ 231 East 9th St. ）。アラスカキングクラブや北海道の魚介、ジン
ギスカンなど北海道の味をふんだんに提供。参加
費：　会員, 学生＆シニア55ドル、ゲスト60ドル、
会員の年会費：10ドル参加届け連絡先：　Mr.
Hoshino: shion.hoshino@gmail.com ●NY愛知県人会の親
睦会＝1月23日(木)19:00-21:00 Ripley-Grier Studios
(Room: 17H) ：520 8th Ave. Studio 17H, New York, NY 10036。会
費：　一般：予約＄30、予約なしの当日参加費＄35、12才以下無料、
学生：予約＄20、予約なしの当日参加＄２5　定員３０名で締　切：1
月 21日 (火 )19時  申 し 込 み 、 問 い 合 わ せ は 　 メ ー ル 　 aichiken-
jinkai2005@gmail.com か電話　917-400-9362担当:河野さん。●合同
県人会復興支援新年会＝1/24（金）19:00~21:00（NY日系人会／
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和
解
金
４
６
０
０
万
ド
ル

Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
家
具
転
倒
で
死
亡

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ
モ
Ｎ

Ｙ
州
知
事
は
９
日
、
州
知
事
に

就
任
し
て
以
降
３
期
の
州
政
を

表
現
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
公
表
し

た
。
「N

ew
Y
ork

S
tate

T
he

Progressive
C
apital

L
eading

the
W
ay

」
と
題

さ
れ
た
同
画
は
、
19
世
紀
以
降

の
政
治
的
ポ
ス
タ
ー
を
ヒ
ン
ト

に
、
ク
オ
モ
州
知
事
自
身
が
２

か
月
を
か
け
て
考
案
し
た
と
い

う
。
制
作
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
在

住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ラ
ス
テ

ィ
・
ジ
マ
ー
マ
ン
さ
ん
。

T
he

Sea
of

D
ivision

と

示
さ
れ
た
波
と
う
を
航
海
す
る

帆
船
の
帆
に
は
、T

olerance

（

忍

耐

、

寛

容

）

、

L
ead

ersh
ip

（
統
率
力
）
、

A
ccom

plishm
ent

（
成
果
、

達
成
）
の
文
字
が
並
ぶ
。
波
立

つ
海
に
はIntolerance

（
不

寛

容

）

の

タ

コ

や

G
o
v

e
r
n

m
e
n

t
Incom

petence

（
政
府
無
能
）

の
イ
カ
、G

reed

（
強
欲
）
を

意
味
す
る
断
崖
に
はT

he
arc

of
th
e
m
oral

u
n
iv
erse

（
道
徳
的
な
世
界
の
弧
）
を
象

徴
す
る
虹
色
の
旗
が
立
っ
て
い

る
。
９
日
付
の
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ

紙
に
は
、
同
画
像
の
突
然
の
公

表
と
複
雑
な
デ
ザ
イ
ン
に
、
市

民
だ
け
で
な
く
政
府
関
係
者
た

ち
か
ら
も
困
惑
の
声
が
あ
が
っ

て
い
る
と
伝
え
て
い
る
。

ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
あ
れ
も
こ
れ
も
で
不
人
気

州
知
事
の
展
望
ポ
ス
タ
ー

教
会
の
附
属
学
校

カ
ル
ト
の
疑
い
で
調
査

ハ
ー
レ
ム
に
あ
る
ア
ト
ラ
世

界
宣
教
師
教
会
の
付
属
学
校
は

子
供
を
虐
待
し
、
同
性
愛
者
を

憎
む
よ
う
に
教
え
、
両
親
に
子

供
を
捨
て
る
よ
う
教
え
て
い
る

「
カ
ル
ト
」
だ
と
、
元
生
徒
３

人
か
ら
申
し
立
て
が
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
の
一
人
は
ス
ニ
ー
カ

ー
で
登
校
し
た
こ
と
で
退
学
に

な
っ
た
と
い
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
教
育
局
が
調
査
を
行
な
っ

て
い
る
。

ア
ト
ラ
世
界
宣
教
師
教
会
と

教
会
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ニ
ン

グ
牧
師
は
か
ね
て
よ
り
同
性
愛

を
嫌
悪
し
、
そ
の
扇
動
的
な
発

言
が
批
判
の
的
と
な
っ
て
い

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
、

ハ
ス
ポ
ス
ト
の
レ
ベ
ッ
カ
・
ク

ラ
イ
ン
記
者
が
昨
年
春
に
、
付

属
の
学
校
で
も
そ
う
し
た
こ
と

を
生
徒
に
教
え
込
も
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
最
初
に
報
じ
て
い

た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
教
育
局

は
す
で
に
昨
年
12
月
か
ら
調
査

を
開
始
し
て
い
た
。

ハ
ー
レ
ム
と
日
本
と
を
結
ぶ

文
化
の
橋
渡
し
役
と
し
て
活
躍

し
た
ト
ミ
ー
・
富
田
さ
ん
が
11

日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
病
院
で
亡

く
な
っ
た
。
80
歳
だ
っ
た
。
学

生
時
代
よ
り
、
父
親
の
影
響
も

あ
り
ジ
ャ
ズ
に
傾
倒
、
Ｆ
Ｅ
Ｎ

を
聴
き
育
つ
。
大
学
卒
業
後
、

リ
ュ
ー
ジ
ュ
の
選
手
と
し
て
１

９
７
２
年
の
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
。
そ
の
後
、
東
京
六

本
木
の
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
「
バ
ラ

ン
タ
イ
ン
」
の
元
オ
ー
ナ
ー
と

な
り
、
同
店
か
ら
は
、
阿
川
泰

子
・
マ
リ
ー
ン
・
島
田
歌
穂
・

マ
ル
タ
な
ど
多
く
の
ス
タ
ー
が

誕
生
し
た
＝
１
面
に
記
事
＝
。

１
９
８
５
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

へ
渡
り
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
を
通
し
て
ジ
ャ
ズ
解
説
を

行
な
う
。
そ
の
当
時
、
ハ
ー
レ

ム
の
地
図
・
記
事
が
無
か
っ
た

日
本
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ガ
イ

ド
本
「
地
球
の
歩
き
方
」
な
ど

に
、
１
９
８
６
年
初
め
て
ハ
ー

レ
ム
の
情
報
を
紹
介
。
日
本
か

ら
頻
繁
に
訪
ね
て
く
る
知
人
達

に
、
ハ
ー
レ
ム
や
ジ
ャ
ズ
ク
ラ

ブ
を
案
内
し
て
い
る
う
ち
「
ツ

ア
ー
を
し
て
欲
し
い
」
と
い
う

沢
山
の
声
を
受
け
、
日
本
人
と

し
て
初
め
て
の
「
ハ
ー
レ
ム
ツ

ア
ー
」
を
始
め
る
。
ま
た
、
黒

人
音
楽
の
殿
堂
「
ア
ポ
ロ
劇
場
」

の
ボ
ー
ド
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

「
ア
マ
チ
ュ
ア
ナ
イ
ト
」
に
、

平
井
堅
、
ト
ー
タ
ス
松
本
、
デ

ィ
ー
プ
タ
フ
（
ダ
ン
サ
ー
）
、

小
林
幸
恵
、
嘉
門
達
夫
ら
プ

ロ
・
ア
マ
問
わ
ず
大
勢
の
日
本

人
を
出
演
さ
せ
て
い
る
。
　

地
元
で
活
躍
す
る
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
達
と
深
い
親
交
が
あ
り

Ｎ
Ｙ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
・
ダ

ン
サ
ー
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
を

日
本
へ
紹
介
、
数
多
く
の
コ
ン

サ
ー
ト
も
手
が
け
て
い
る
。
ハ

ー
レ
ム
在
住
35
年
、
ハ
ー
レ
ム

商
工
会
議
所
の
正
式
メ
ン
バ
ー

で
、
94
年
に
は
ア
ジ
ア
人
初
の

「
ド
ク
タ
ー
・
マ
ー
テ
ィ
ン
・

ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ

ア
・
エ
ク
セ
レ
ン
ト
ア
ワ
ー

ド
」
を
受
賞
。

著
書
に
、
『
ハ
ー
レ
ム
ス
ピ

ー
ク
ス
（
新
宿
書
房
）
』
『
劇
場

都
市
Ｎ
Ｙ
読
本
（
七
賢
出
版
）
』

が
あ
り
、
ジ
ャ
ズ
や
ハ
ー
レ
ム

関
連
の
記
事
も
多
数
執
筆
。

Ｎ
Ｙ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
地
球
の

歩
き
方
」
「
わ
が
ま
ま
歩
き
」

「
個
人
旅
行
」
「
地
球
小
町
」
な

ど
に
も
コ
ラ
ム
掲
載
。

ま
た
、
97
年
よ
り
、
ハ
ー
レ

ム
の
黒
人
教
会
と
創
設
し
た

「
ハ
ー
レ
ム
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
・
ゴ
ス
ペ
ル
・
ク
ワ
イ
ヤ

ー
」
が
２
０
１
０
年
６
月
、
全

米
最
大
級
の
ゴ
ス
ペ
ル
大
会
に

日
本
人
と
し
て
初
出
場
、
27
年

の
大
会
史
上
初
の
日
本
人
ク
ワ

イ
ヤ
ー
優
勝
と
な
る
。
５
年
前

か
ら
す
べ
て
の
業
務
を
パ
ー
ト

ナ
ー
の
松
尾
公
子
さ
ん
に
引
き

継
ぎ
、
リ
タ
イ
ヤ
し
て
い
た
。

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
で
も

「
ハ
ー
レ
ム
ナ
ウ
」
を
一
時
連

載
執
筆
し
た
。

ハ
ー
レ
ム
と
日
本
結
ぶ

ト
ミ
ー
富
田
さ
ん
逝
く

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
・
タ
ー
ン

パ
イ
ク
で
５
日
午
前
３
時
40
分

頃
、
大
型
バ
ス
が
操
縦
を
誤
っ

て
中
央
分
離
帯
に
衝
突
し
転
倒
、

後
続
の
３
台
の
ト
レ
ー
ラ
ー
と

乗
用
車
が
次
々
に
衝
突
し
、
５

人
が
死
亡
、
55
人
が
重
軽
傷
を

負
っ
た
。
死
亡
し
た
の
は
バ
ス

の
男
性
運
転
手
（
58
）
と
９
歳

の
少
女
と
35
歳
女
性
の
２
人
の

乗
客
、
Ｕ
Ｐ
Ｓ
の
ト
レ
ー
ラ
ー

の
男
性
運
転
手
（
53
）
と
男
性

助
手
（
48
）。

現
場
は
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
東

約
50
キ
ロ
の
マ
ウ
ン
ト
プ
レ
ザ

ン
ト
の
山
間
部
で
発
生
。
西
行

き
の
下
り
坂
の
カ
ー
ブ
で
大
型

バ
ス
が
何
ら
か
の
理
由
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
て
中
央
分
離

帯
に
乗
り
上
げ
転
倒
し
た
と
見

ら
れ
る
。
道
路
は
雪
で
濡
れ
て

い
た
が
凍
結
は
し
て
い
な
か
っ

た
。
バ
ス
に
整
備
不
良
の
可
能

性
も
あ
り
、
国
家
運
輸
安
全
委

員
会
（
Ｎ
Ｔ
Ｓ
Ｂ
）
は
調
査
の

た
め
に
チ
ー
ム
を
派
遣
し
た
。

バ
ス
は
Ｚ
＆
Ｄ
ツ
ア
ー
社
が

運
行
し
て
い
る
も
の
で
、
56
人

の
乗
客
を
乗
せ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
か
ら
オ

ハ
イ
オ
州
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
ま
で

移
動
し
て
い
た
。

高
速
道
路
で
事
故

60
人
が
死
傷
の
惨
事
に

大好評
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

w
w
w
.n
yse

ika
tsu

.co
m

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w
w
.n
yse

ika
tsu

.co
m

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
市
長
と
握
手
す
る
あ
り
し
日
の
富
田
さ
ん

http://hinomaru-limo.com
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新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。

皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

「
ど
ん
な
年
に
な
る
の
だ
ろ

う
？
」
文
字
で
書
く
と
同
じ
言

葉
な
の
に
、
あ
る
人
に
は
「
わ

く
わ
く
」
、
別
の
方
に
は
「
お

ろ
お
ろ
」
と
い
う
感
情
を
も
た

ら
し
ま
す
。
心
配
性
や
過
度
の

不
安
を
な
ん
と
か
し
た
い
と
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る
方
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｔ
さ
ん
は
常
に
緊
張
し
て
い

る
ご
自
身
に
気
づ
き
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
に
お
越
し
に
な
り
ま

し
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
お

話
を
伺
う
と
、
ま
だ
起
き
て
い

な
い
事
柄
へ
の
不
安
を
先
取
り

す
る
傾
向
が
み
え
ま
す
。
例
え

ば
友
人
達
と
出
か
け
る
時
に

「
遅
刻
し
て
し
ま
っ
た
ら
…
」

「
喧
嘩
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

…
」
。
オ
フ
ィ
ス
で
は
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
頓
挫
し
た
ら
…
」

「
部
下
の
統
括
が
上
手
く
い
か

な
か
っ
た
ら
…
」
な
ど
。

全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
提
供

す
る
面
接
の
中
で
過
去
を
振
り

返
り
、
ご
想
像
さ
れ
た
状
況
が

実
際
は
一
度
も
起
き
て
い
な
い

事
や
不
測
の
事
態
も
適
切
な
対

処
で
無
事
乗
り
切
っ
て
い
る
事

を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
目
の
前
に
あ
る
事
の
み

に
焦
点
を
当
て
て
取
り
組
ん
だ

為
と
理
解
し
て
頂
き
ま
し
た
。

先
取
り
の
不
安
が
映
し
出
す

「
最
悪
の
状
態
」
と
「
今
、
こ

こ
」
に
あ
る
現
実
を
切
り
離
す

の
は
意
外
と
難
し
い
も
の
で

す
。
良
い
意
味
で
第
三
者
で
あ

る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
こ
の
作
業

の
お
手
伝
い
を
致
し
ま
す
。

（
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理
療
法
士
、LC

SW
,C
A
SA
C

保
持
）

心
配
性
や
過
度
の
不
安

令
和
２
年
、
２
０
２
０
年
は

日
本
に
と
っ
て
特
別
な
年
で

だ
。
東
京
五
輪
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
あ
り
、
米
国
で
は
大
統
領

選
挙
が
あ
る
。
日
本
の
政
治
経

済
諸
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
歴
史
を
振
り
返
る
と
今
年

は
東
京
都
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

の
姉
妹
都
市
提
携
60
周
年
、
日

米
安
保
条
約
制
定
60
年
、
戦
争

が
終
わ
っ
て
75
年
。
日
本
ク
ラ

ブ
が
で
き
て
１
１
５
年
。
マ
ゼ

ラ
ン
が
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
を
発
見

し
て
太
平
洋
と
大
西
洋
が
繋
が

っ
て
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
始
ま

っ
て
５
０
０
年
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
日
本
が
初

め
て
出
会
っ
た
の
が
１
８
６
０

年
。
万
延
元
年
遣
米
使
節
団
で
、

日
米
修
好
通
商
条
約
の
批
准
書

を
携
え
て
横
浜
を
出
た
の
が
２

月
13
日
、
５
月
15
日
か
ら
ワ
シ

ン
ト
ン
に
３
週
間
滞
在
し
て
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
い
た
の
が
６

月
16
日
。
そ
こ
か
ら
１
６
０
年
。

こ
れ
が
日
米
交
流
の
始
ま
り
。

国
際
ニ
ュ
ー
ス
は
激
動
。
北

朝
鮮
問
題
や
、
台
湾
の
選
挙
、

中
東
問
題
も
あ
る
な
か
で
、
平

和
と
繁
栄
を
築
く
日
米
同
盟
は

日
米
関
係
の
基
軸
と
言
え
、
ビ

ジ
ネ
ス
、
人
と
の
交
流
を
通
し

て
こ
こ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
る

み
な
さ
ん
が
、
日
米
関
係
を
築

く
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の

と
激
動
の
時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ

感
じ
る
。

新年賀詞名刺交換会で迎春

わ
た
し
は
、
人
生
の

中
の
い
ち
ば
ん
の
リ
ス

ク
は
、
「
や
り
残
し
た

こ
と
を
持
っ
て
死
ぬ
こ

と
」
だ
と
思
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
常
に
仲
間
に

も
、
「
や
れ
る
こ
と
は

全
部
や
ろ
う
よ
！
」
と

言
っ
て
い
る
。
ま
た
、

常
に
自
分
に
対
し
て

「
や
り
残
し
て
い
る
こ

と
は
何
だ
ろ
う
？
」
と

問
い
か
け
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
問
い
か
け
れ

ば
問
い
か
け
る
ほ
ど
や

り
た
い
こ
と
が
出
て
く

る
出
て
く
る
。
行
き
た

い
と
こ
ろ
、
見
た
い
世

界
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
会
い

た
い
人
も
い
れ
ば
、
学

び
た
い
こ
と
も
あ
る
。

思
わ
ず
「
死
ん
で
い
る

暇
な
い
！
」
と
叫
び
た

く
な
る
。
で
も
悲
し
い

こ
と
に
、
人
は
、
誰
も
終
わ
り

が
来
る
。

人
生
は
有
限
。
昨
年
も
大
切

な
仲
間
が
２
人
、
突
然
こ
の
世

を
去
っ
た
。
ど
ち
ら
も
45
歳
だ

っ
た
。
心
筋
梗
塞
と
く
も
膜
下

出
血
。
「
ま
だ
ま
だ
や
り
た
い

こ
と
が
あ
っ
た
は
ず
」
。
そ
う

思
う
と
や
る
せ
な
い
気
持
ち
に

な
る
。
わ
た
し
に
も
必
ず
順
番

が
く
る
。
だ
っ
た
ら
１
日
１
日

を
悔
い
の
無
い
よ
う
に
生
き
た

い
。
１
分
た
り
と
も
無
駄
に
し

た
く
な
い
。
そ
う
思
っ
て
い
る

の
に
、
お
正
月
は
ぐ
う
た
ら
し

て
し
ま
っ
た
。
「
休
養
も
大
切
」

と
自
分
に
言
い
訳
し

て
い
る
。
無
駄
の
無

い
生
き
方
も
そ
れ
な

り
に
難
し
い
。

そ
れ
で
も
講
師
の

仕
事
の
時
は
、
「
こ
れ

が
最
後
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
」
そ
ん
な

思
い
で
毎
回
、
真
剣

に
や
ら
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
終
わ
っ
た

後
は
、
「
今
日
で
終
わ

っ

て

も

悔

い

は

な

い
！
」
そ
う
思
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
帰
り

の
飛
行
機
が
揺
れ
る

と
思
わ
ず
「
ま
だ
生

き
た
い
」
そ
う
思
っ

て
し
ま
う
。
い
つ
の

ま
に
か
２
０
２
０
年
。

令
和
２
年
に
な
っ
た
。

今
年
も
生
き
て
い
る

と
信
じ
て
、
精
一
杯

や
り
た
い
こ
と
を
考

え
て
み
た
い
。

大
谷
由
里
子：

１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）
」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）
」
な

ど
多
数
。

「２０２０年、何をしますか？」

240

おだいじに
ニューヨーク生活における

メンタルヘルスケア（17）

新
年
を
祝
う
賀
詞
名
刺
交
換
会
が
10
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
総
領
事
館
主
催
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会
議
所
、
日
本

ク
ラ
ブ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
の
三
団
体
共
催
に
よ
り
日

本
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
、
２
１
６
人
が
参
加
し
た
。
君
が
代
斉

唱
の
後
、
各
団
体
代
表
者
が
年
頭
の
挨
拶
を
述
べ
、
鏡
開
き
で

乾
杯
し
て
新
年
を
祝
っ
た
。
会
場
で
は
お
節
料
理
や
お
雑
煮
が

ふ
る
ま
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
が
和
や
か
に
歓
談
し
た
。

激
動
の
時
代
の
日
米
関
係

Ｎ
Ｙ
総
領
事

山
野
内
勘
二
大
使

鏡開きのあと乾杯する左から中島日本クラブ会長、大沼JAA会長、
NY総領事の山野内大使、吉森NY日商会頭（10日正午過ぎ、日本クラブで）

https://www.takenakapartners.com/
http://villagewellusa.com
https://michaeldunnlaw.com
http://www.dipaolafinancial.com/
http://jweeklyusa.com
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税
法
上
、
米
国
居
住
者
が
日

本
か
ら
受
け
取
る
退
職
年
金
そ

の
他
こ
れ
に
類
す
る
国
民
年

金
、
厚
生
年
金
、
保
険
年
金
な

ど
の
給
付
金
に
対
し
て
は
、
本

人
の
居
住
国
で
あ
る
米
国
に
お

い
て
の
み
課
税
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
（
日
米
租
税

条
約
第
17
条
）
。
同
様
に
、
日

本
居
住
者
が
米
国
か
ら
受
け
取

る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
手
当
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ン
、
そ
の
他
の
給
付
金
は
、

本
人
の
居
住
国
日
本
に
お
い
て

の
み
課
税
さ
れ
ま
す
。
退
職
年

金
と
は
、
過
去
の
勤
務
に
関
連

し
、
提
供
し
た
役
務
に
対
す
る

対
価
と
し
て
、
ま
た
は
受
け
た

障
害
に
対
す
る
補
償
と
し
て
退

職
後
ま
た
は
死
後
に
行
わ
れ
る

定
期
的
給
付
を
い
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
日
米
双
方
の
国
で
そ

れ
ぞ
れ
の
国
内
法
に
基
づ
い
て

支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
ま
た
保
険
年
金

と
は
、
過
去
の
役
務
提
供
の
対

価
で
は
な
い
が
、
適
正
か
つ
十

分
な
対
価
に
応
ず
る
給
付
を
行

う
義
務
に
従
い
、
終
身
ま
た
は

特
定
の
期
間
中
に
定
期
的
に
支

払
わ
れ
る
所
定
の
金
額
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

年
金
給
付
を
海
外
に
送
る

際
、
日
本
で
は
20
％
、
米
国
で

は
30
％
の
源
泉
徴
収
税
を
差
し

引
か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

源
泉
徴
収
を
回
避
す
る
た
め
に

は
、
然
る
べ
き
申
請
を
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
間
違
え

て
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
は
、

確
定
申
告
を
し
て
還
付
請
求
す

る
こ
と
に
よ
り
還
付
さ
れ
ま

す
。（

大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
）

年
金
に
か
か
る
税
金

748

昨年を振り返ってみて、ずっと気になっていた言葉がExistential
。　果たして、オンライン辞書サイトのDictionary. comはこの言葉
を２０１９年を象徴する言葉に選びました。　Existential は元々

「実存の」と言う意味で、フランスの思想家サルトルの哲学は
Existentialism（実存主義）と呼ばれました。

しかし 最近目にするExistential Riskや、Existential Threatでは、この言葉は「人間また
は世界の存亡に関わる」危険や脅威という意味で使われています。　自然災害、地震・津波
などのリスク、人間の所業に由来する環境問題、AI進化がもたらす人間の未来、国際協調の
欠落と軍備拡大・・・これらは全てExistential （人類の存在自体に関わる）ではないかと言
う疑念が、人々の頭をよぎるのです。

とりわけ、スウェーデンの若い環境活動家グレタ・トゥーンベリさんが、気候変動を
Existential Crisis（人類存亡の危機）と呼び、世界の多くの若者に行動を呼びかけたことが、
地球温暖化に対抗する大きなうねりを作り出したことは特筆に値します。　２０２０年そし
てその後も、Existentialと言う言葉は人々の考えと行動に影響を与え続けることでしょう。

（旦 英夫／ニューヨーク州弁護士）

Existential  人間の存亡に関わる

【171】

米語
Watch

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
『
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ：

日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

振
り
返
っ
て
２
０
１
９
年
は

前
年
比
で
３
％
と
い
う
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
低
い
経
済

成
長
率
、
世
界
的
な
景
気
後
退
、

貿
易
摩
擦
、
投
資
活
動
に
ブ
レ

ー
キ
が
か
か
り
、
開
発
途
上
国

固
有
の
脆
弱
性
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
緊
縮
財
政
が
も
た
ら
し
た

経
済
的
ス
ト
レ
ス
、
南
米
、
中

東
、
ア
フ
リ
カ
、
生
活
必
需
品

の
価
格
上
昇
や
経
済
的
不
公

平
、
汚
職
に
対
す
る
一
般
市
民

の
不
満
な
ど
が
暴
動
や
騒
動
と

な
り
、
私
も
チ
リ
出
張
を
取
り

や
め
た
。
と
は
い
っ
て
も
一
部

に
は
、
世
界
的
低
迷
の
製
造
業

に
下
げ
止
ま
り
の
兆
し
。
中
国

の
そ
の
後
の
不
景
気
も
減
速
、

各
国
で
の
良
好
な
雇
用
の
兆
し

が
あ
り
さ
ら
な
る
減
速
の
リ
ス

ク
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
と
見

る
専
門
家
が
い
る
。
金
融
面
で

は
各
国
の
中
央
銀
行
の
金
融
政

策
で
金
融
緩
和
が
健
在
化
、
景

気
を
下
支
え
し
て
財
政
面
で
も

限
定
的
な
が
ら
総
じ
て
拡
大
に

向
か
う
と
の
見
方
が
あ
る
。
こ

れ
ら
が
事
実
と
す
れ
ば
、
世
界

景
気
は
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て

い
く
か
も
し
れ
な
い
。
米
中
覇

権
争
い
が
続
き
、
設
備
投
資
や

企
業
の
リ
ス
ク
テ
イ
ク
も
回
復

し
そ
う
に
な
い
中
で
何
か
起
き

年
末
年
始
か
ら
世
界
の
大
ニ

ュ
ー
ス
に
接
し
、
変
化
の
激
し

い
年
に
な
る
の
を
実
感
す
る
。

昨
年
は
令
和
と
い
う
、
人
々
が

美
し
く
、
心
を
寄
せ
合
っ
て
文

化
を
育
む
年
、
秋
に
は
ラ
グ
ビ

ー
世
界
杯
が
あ
り
、
日
本
代
表

が
躍
進
、
平
和
で
思
い
や
り
に

あ
ふ
れ
る
日
本
の
お
も
て
な
し

が
世
界
に
感
動
を
与
え
た
。
今

年
令
和
２
年
目
。
東
京
五
輪
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
で
よ
り
一

層
「
日
本
」
の
文
字
が
世
界
中

の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
あ
げ
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

日
本
ク
ラ
ブ
は
１
９
０
５
年

の
創
設
で
今
年
で
１
１
５
年
を

迎
え
る
。
会
員
同
士
の
交
流
に

加
え
、
日
米
相
互
理
解
と
友
好

を
深
め
て
い
る
。
今
年
は
世
界

か
ら
日
本
が
注
目
さ
れ
る
年
で

も
あ
り
、
日
本
の
伝
統
文
化
を

紹
介
す
る
日
本
ク
ラ
ブ
の
カ
ル

チ
ャ
ー
講
座
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

の
展
覧
会
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な

ど
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
。
館
内
に
は
ク
ラ
ブ
メ
ン

バ
ー
の
施
設
、
日
本
食
レ
ス
ト

ラ
ン
が
あ
り
、
旬
の
料
理
も
味

わ
っ
て
欲
し
い
。
２
０
２
０
年
、

干
支
は
『
子
（
ね
ず
み
）
』
、
新

た
な
芽
吹
き
と
繁
栄
の
始
り
の

年
。
次
の
新
た
な
発
展
を
目
指

し
て
、
会
員
の
み
な
さ
ん
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
ク
ラ
ブ
に
し
て

い
き
た
い
。

１
１
２
年
の
歴
史
が
あ
る
Ｎ

Ｙ
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
は
い

ま
80
％
の
メ
ン
バ
ー
が
日
本
人

で
日
系
米
人
は
２
割
。
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
通
し
て
日
系
社
会

に
奉
仕
、
貢
献
し
て
き
て
い
る
。

今
年
は
10
年
に
１
度
の
セ
ン
サ

ス
（
国
勢
調
査
）
の
調
査
が
行

な
わ
れ
る
年
。
米
国
の
市
民
権

を
取
得
す
る
こ
と
が
少
な
い
日

本
人
は
選
挙
の
投
票
権
が
な
い

人
が
多
く
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治

家
の
目
に
は
「
有
権
者
」
と
し

て
の
存
在
感
が
薄
い
。
セ
ン
サ

ス
は
市
民
権
が
な
く
て
も
「
日

系
、
日
本
人
」
で
あ
る
こ
と
を

記
載
す
る
こ
と
が
で
き
人
口
の

数
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
。

ぜ
ひ
記
載
し
て
欲
し
い
。
１
月

31
日
は
、
戦
時
日
系
強
制
収
容

を
命
じ
た
「
大
統
領
令
９
０
６

６
」
に
反
対
し
た
日
系
人
フ
レ

ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
さ
ん
を
称
え

る
日
で
市
役
所
で
式
典
が
開
催

さ
れ
る
。
今
年
は
、
日
系
米
人

の
歴
史
に
光
を
当
て
た
い
。
補

習
校
卒
業
生
グ
ル
ー
プ
な
ど
ア

メ
リ
カ
で
生
ま
れ
育
っ
た
日
系

の
若
者
た
ち
と
連
携
し
て
こ
れ

ま
で
以
上
に
若
い
メ
ン
バ
ー
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。
日
本
文

化
を
ル
ー
ツ
に
持
ち
、
日
本
に

関
心
を
持
つ
彼
ら
日
系
の
若
者

た
ち
は
、
対
米
進
出
日
系
企
業

に
と
っ
て
も
国
際
化
、
現
地
化

へ
の
大
き
な
人
的
貢
献
の
で
き

る
人
材
だ
。
交
流
の
気
機
会
を

増
や
し
た
い
。

ジ
ェ
ト
ロ
は
２
月
５
日
（
水
）

午
前
８
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で

ミ
シ
ガ
ン
州
デ
ト
ロ
イ
ト
に
お

い
て
、
海
外
に
拠
点
を
有
す
る

在
外
日
系
企
業
の
販
路
拡
大
を

支
援
す
る
た
め
、
米
系
モ
ビ
リ

テ
ィ
企
業
の
調
達
担
当
者
と
直

接
面
談
し
、
企
業
概
要
や
製
品

説
明
、
連
絡
先
交
換
が
で
き
る

「
Ｇ
Ｍ
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
・
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
す
る
。

普
段
会
う
こ
と
の
で
き
な
い

Ｇ
Ｍ
の
経
営
層
や
調
達
担
当
者

ら
と
や
り
と
り
で
き
る
貴
重
な

機
会
と
な
る
。
参
加
条
件
は
、

日
本
法
人
ま
た
は
日
本
法
人
が

10
％
以
上
の
株
式
を
有
す
る
既

進
出
企
業
、
提
案
す
る
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
が
日
本
製
ま
た
は
日

本
の
資
本
／
技
術
を
用
い
て
製

造
さ
れ
た
も
の
、
出
品
物
・
サ

ー
ビ
ス
が
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
こ
と

な
ど
。
定
員
は
10
社
。

参
加
費
無
料
。
申
し
込
み
・

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.jetro.go.jp/events/

cgo/

を
参
照
。

Ｇ
Ｍ
経
営
層
と
商
談

ジ
ェ
ト
ロ
が
橋
渡
し
役

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州

進
出
を
支
援

ジ
ェ
ト
ロ
は
２
月
11
日
（
火
）

午
前
11
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

ま
で
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
の
ケ

ン
タ
ッ
キ
ー
大
学
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
学
部
が
主
催
す
る
キ
ャ

リ
ア
フ
ェ
ア
に
て
、
日
系
企
業

の
採
用
活
動
と
地
元
教
育
機
関

と
の
関
係
構
築
を
支
援
す
る
た

め
の
ブ
ー
ス
を
設
置
す
る
。
学

生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
ほ
か
、

会
社
の
知
名
度
を
高
め
、
教
職

員
や
他
企
業
と
交
流
す
る
よ
い

機
会
と
な
る
。

ジ
ェ
ト
ロ
ブ
ー
ス
は
最
大
６

社
ま
で
参
加
可
能
（
先
着
順
）
。

出
展
料
は
無
料
（
通
常
５
７
５

ド
ル
）
で
、
各
社
３
人
分
の
出

展
者
パ
ス
、
展
示
用
テ
ー
ブ
ル
、

後
方
展
示
ス
ペ
ー
ス
、
昼
食
、

駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
（
１
台
分
）

が
含
ま
れ
る
。
対
象
は
日
系
製

造
業
企
業
で
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州

以
外
か
ら
の
参
加
も
可
能
。
申

し
込
み
締
め
切
り
22
日
（
水
）。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１

２
・
９
９
７
・
０
４
１
３
、
Ｅ

メ
ー
ルrept4@

jetro.g
o.jp

（
大
原
さ
ん
、
湯
浅
さ
ん
）
ま

で
。
参
加
申
し
込
み
・
詳
細
は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.jetro.go.jp/form

5/pu
b/nya/kyujobs

を
参
照
。

る
か
分
か
ら
な
い
不
透
明
感
が

漂
う
。
し
か
し
２
０
２
０
年
は

東
京
五
輪
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

あ
り
、
日
本
に
と
っ
て
は
エ
キ

サ
イ
テ
イ
ン
グ
な
年
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
一
喜
一
憂
す
る

こ
と
な
く
、
情
報
交
換
し
な
が

ら
当
地
に
お
け
る
日
本
人
社
会

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

一
喜
一
憂
せ
ず
社
会
盛
り
上
げ

吉
森
桂
男
Ｎ
Ｙ
日
商
会
頭

次
の
新
た
な
発
展
の
年
目
指
す

中
島
正
樹
　
日
本
ク
ラ
ブ
会
長

10
年
に
一
度
の
国
民
白
書
の
年

ス
ー
ザ
ン
大
沼
　
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
会
長

http://www.terailaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://rblpartners.com/
http://www.rostamilaw.com
http://www.nikkeius.com
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住
居
年
数
が
長
い
人
が
多
く
、
ア
ス
ト
リ
ア

の
安
定
し
た
高
級
レ
ジ
デ
ン
ス
と
し
て
の
ス
テ

ー
タ
ス
が
変
わ
っ
て
い
な
い
の
を
感
じ
た
。

こ
の
ビ
ル
は
１
９
８
９
年
築
、
23
階
建
て
、

ス
タ
ジ
オ
か
ら
３
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
ま
で
全
ユ
ニ

ッ
ト
数
、
４
０
７
戸
を
含
む
水
際
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
タ
ワ
ー
。
全
景
は
海
辺
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
の
よ
う
に
見
え
る
。
川
沿
い
の
美
し
い
景

観
が
人
気
の
ア
ス
ト
リ
ア
パ
ー
ク
と
Ｒ
Ｆ
Ｋ
ブ

リ
ッ
ジ
に
隣
接
し
て
緑
も
多
く
、
落
ち
着
い
た

住
宅
街
に
あ
る
。

24
時
間
の
ド
ア
マ
ン
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
、

バ
レ
ー
パ
ー
キ
ン
グ
、
ジ
ム
、
イ
ン
ド
ア
プ
ー

ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
Ｎ
Ｑ
の
地
下
鉄
駅
ま
で

行
き
来
す
る
フ
リ
ー
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
サ
ー
ビ
ス

も
あ
る
。

写
真
は
角
部
屋
の
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
の
内
装
と

バ
ル
コ
ニ
ー
。
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る
別
個
の
ユ

ニ
ッ
ト
の
壁
を
抜
い
て
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
２

バ
ス
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
し
た
。
イ
ン
テ
リ
ア
の
全

て
に
ハ
イ
エ
ン
ド
の
素
材
や
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス
ト

ー
ン
が
使
わ
れ
て
い
る
。

広
さ
は
１
７
２
５
平
方
フ
ィ
ー
ト
の
オ
ー
プ

ン
フ
ロ
ア
ー
プ
ラ
ン
。
全
面
窓
、
ス
ラ
イ
ダ
ー

の
外
側
に
は
２
方
向
を
囲
む
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ

ル
コ
ニ
ー
付
で
贅
沢
だ
。

ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
風
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
、

バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
、
グ
ル
メ
キ
ッ
チ
ン
か
ら
は

イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ブ
リ
ッ

ジ
ビ
ュ
ー
の
パ
ノ
ラ
マ
、
美
し
い
夕
日
も
眺
め

ら
れ
る
。

売
り
出
し
価
格
は
１
５
０
万
ド
ル
と
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
で
は
考
え
ら
れ
な
い
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

値
段
。
管
理
費
月
８
８
４
ド
ル
で
２
台
分
の
イ

ン
ド
ア
ガ
レ
ー
ジ
が
含
ま
れ
る
。

問
合
せ
は
電
話
９
１
７
・
９
２
３
・
４
３
２
６
、

阿
久
津
さ
ん
。

Ｅ
メ
ー
ルhiroko.akutsulee@

ellim
an.com

（
写
真
提
供
・
ダ
グ
ラ
ス
エ
リ
マ
ン
）

NY市内アストリアのペントハウスでリゾート気分

昨
年
６
月
に
改
革
さ
れ
た
住
宅

法
「
住
宅
安
定
お
よ
び
テ
ナ
ン
ト

保

護

法

（

T
h
e
H
o
u
sin
g

S
tab
ility

an
d

T
en
an
t

Protection
A
ct

）
」
で
、
一
年
前

の
同
期
間
に
比
べ
立
ち
退
き
事
件

が
46
％
減
少
し
た
と
昨
年
11
月
26

日
付
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ

ャ
ー
ナ
ル
紙
が
分
析
し
て
い
る
。

ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
デ
ー

タ
で
も
、
都
市
全
体
の
立
ち
退
き

は
６
月
14
日
か
ら
２
０
１
９
年
末

ま
で
８,

９
５
１
件
と
、
２
０
１
８

年
同
期
間
の
１
万
９
５
８
件
か
ら

18
・
３
％
減
少
し
た
と
指
摘
し
て

い
る
。

非
営
利
団
体
の
リ
ー
ガ
ル
・
エ

イ
ド
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
も
、
新
し

い
テ
ナ
ン
ト
保
護
法
の
追
加
が
立

ち
退
き
事
件
衰
退
の
一
因
と
な
っ

た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の

一
年
前
に
設
け
ら
れ
た
、
低
所

得
市
民
が
立
ち
退
き
に
直
面
し

た
場
合
に
住
宅
裁
判
所
で
「
弁

護
士
を
付
け
る
権
利
」
も
影
響

い
る
と
述
べ
た
。
「
こ
れ
ら
の

法
律
や
サ
ポ
ー
ト
は
機
能
し
て

お
り
、
そ
の
結
果
、
よ
り
多
く

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
彼
ら
の
家

に
居
残
れ
る
」
と
、
リ
ー
ガ
ル
・

エ
イ
ド
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の
民
事

法
改
革
部
の
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ゴ
ー

ル
デ
ィ
ナ
ー
弁
護
士
が
語
っ
て
い

る
。
し
か
し
大
規
模
な
開
発
者
や

企
業
補
助
金
を
牽
制
し
な
が
ら
市

民
や
ホ
ー
ム
レ
ス
に
賄
え
る
住
宅

問
題
を
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
は

今
後
も
大
仕
事
だ
と
指
摘
し
た
。

統
計
で
も
住
宅
法
改
革
で
立
ち

退
き
事
件
は
着
実
に
減
少
し
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
自
治
区
ご

と
に
分
類
す
る
と
、
ク
イ
ー
ン
ズ

区
と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
区
で
２
０
１

９
年
６
月
14
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
が
２
２
９
１
件
か
ら
１
６
８
６

件
に
26
・
４
％
減
少
し
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
立
ち
退
き
件
数
は
１
７

０
０
件
か
ら
１
２
８
６
件
へ
24
・

４
％
減
少
。
ブ
ロ
ン
ク
ス
で
は
、

３
５
０
５
件
か
ら
２
９
７
２
件
へ

15
・
２
％
減
少
。
ス
タ
テ
ン
島
で

は
３
６
４
件
か
ら
３
１
３
件
に
と

14
％
減
少
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
で

も
３
０
９
８
件
か
ら
２
６
９
４
件

へ
と
13
％
減
少
し
、
立
ち
退
き
件

数
は
軒
並
み
前
年
を
下
回
っ
た
。

昨
年
６
月
の
家
賃
規
制
法
改
革
で

テ
ナ
ン
ト
立
ち
退
き
事
件
が
激
減

米国では、誰がどこに住んでいるの
か、警備上の問題からも公にしない。
日本のように建物玄関に名前のついた
表札などを付ける習慣もない。その代
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Ｑ

現
地
校
に
通
う
小
４
の
娘

が
お
り
ま
す
。
娘
は
ア
メ
リ
カ

生
ま
れ
で
英
語
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ

で
す
が
、
日
本
語
は
会
話
以
外

は
苦
手
で
、
読
み
書
き
や
語
彙

な
ど
は
低
学
年
レ
ベ
ル
で
す
。

主
人
の
仕
事
の
都
合
で
今
年
い

っ
ぱ
い
で
日
本
に
帰
国
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
帰
国
後

は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス

ク
ー
ル
を
考
え
て
い
ま
す
。
本

人
は
５
年
生
が
終
わ
る
来
年
６

月
ま
で
現
地
校
に
在
籍
し
て
、

み
ん
な
と
一
緒
に
小
学
校
を
卒

業
し
た
い
と
懇
願
し
て
い
ま

す
。
娘
は
米
国
市
民
、
私
も
永

住
権
が
あ
る
の
で
母
子
だ
け
で

合
法
的
に
残
る
の
は
可
能
で
す

が
、
や
は
り
こ
の
夏
に
帰
国
し

た
方
が
賢
明
で
し
ょ
う
か
。
日

本
に
戻
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル

の
選
択
な
ど
全
く
分
か
ら
ず
、

い
ろ
い
ろ
心
配
で
す
。
ぜ
ひ
ア

ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
母
、
ノ
ー
ス
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ

州
）

Ａ

通
常
の
私
の
意
見
で
は
、

家
族
は
で
き
る
だ
け
一
緒
に
暮

ら
す
べ
き
で
あ
る
と
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ご
相
談

者
の
場
合
は
娘
さ
ん
に
ア
メ
リ

カ
で
の
小
学
校
卒
業
を
み
ん
な

と
一
緒
に
経
験
さ
せ
て
あ
げ
た

い
な
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

卒
業
前
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
や
友
達
と
の
「
一
生
の
思
い

出
」
に
な
る
よ
う
な
事
柄
が
多

く
行
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
ア
メ

リ
カ
の
小
学
校
は
５
年
生
が
最

終
学
年
な
の
で
、
卒
業
は
来
年

の
６
月
と
な
り
ま
す
。
も
し
来

年
春
ま
で
に
日
本
で
の
進
学
先

が
決
ま
っ
て
い
る
と
仮
定
し

て
、
帰
国
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し

て
は
、
卒
業
後
の
夏
休
み
の
間

に
日
本
に
戻
ら
れ
る
の
が
最
適

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
場
合
、
日
本
で
は
来
年

９
月
か
ら
の
編
入
と
な
り
ま
す

が
、
娘
さ
ん
は
２
、
３
年
の
駐

在
家
庭
と
は
違
い
、
ア
メ
リ
カ

人
同
等
の
学
習
や
論
理
的
思
考

の
発
達
が
全
て
英
語
メ
イ
ン
で

な
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
で
す

の
で
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ス
ク
ー
ル
の
ミ
ド
ル
ス
ク

ー
ル
に
編
入
さ
れ
て
、
そ
の
ま

ま
学
習
を
英
語
で
続
け
ら
れ
る

の
が
理
想
的
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

日
本
で
は
正
真
正
銘
の
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
も

あ
れ
ば
、
名
ば
か
り
の
「
イ
ン

タ
ー
も
ど
き
」
の
よ
う
な
学
校

も
多
く
あ
る
こ
と
で
す
。
近
年

は
日
本
に
い
な
が
ら
子
供
を
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
に
さ
せ
る
た
め
、

多
く
の
親
が
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
に
子
供
を
通

わ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

「
生
き
た
英
語
指
導
で
国
際
化
」

を
謳
い
、
日
本
か
ら
の
受
験
生

を
集
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く

存
在
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ス
ク
ー
ル
が
増
え
た
の
で
、
き

ち
ん
と
訪
問
し
て
自
分
の
目
で

確
か
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

例
え
ば
、
筆
者
は
昨
年
い
く

つ
か
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ス
ク
ー
ル
を
訪
問
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
学
校

は
欧
米
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
し

っ
か
り
と
使
い
、
校
長
や
教
師

ら
は
英
語
圏
の
経
験
豊
富
な

方
々
で
、
対
応
も
欧
米
的
な
非

常
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
も
の
で

し
た
。
ま
た
編
入
に
関
し
て
は
、

ア
メ
リ
カ
の
公
立
学
校
が
行
っ

て
い
る
学
力
テ
ス
ト
を
採
用

し
、
例
え
ば
日
本
で
し
か
通
用

し
な
い
「
英
検
」
は
不
必
要
、

生
徒
ら
は
服
装
や
髪
型
な
ど
は

自
由
で
す
が
、
人
間
と
し
て
の

マ
ナ
ー
、
社
交
性
、
そ
し
て
学

習
は
基
本
と
共
に
創
造
性
を
重

視
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
学
校

で
し
た
。
一
方
、
別
の
学
校
は
、

「
国
際
的
、
多
様
性
重
視
」
を

謳
っ
て
い
る
も
の
の
ス
タ
ッ
フ

は
ほ
と
ん
ど
日
本
人
で
、
英
語

で
の
説
明
を
希
望
す
る
と
、
英

語
を
話
す
先
生
が
一
人
だ
け
駆

り
出
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
だ
っ

た
の
で
し
た
。
こ
の
学
校
は
全

て
の
教
科
を
英
語
で
教
え
て
い

る
も
の
の
、
ク
ラ
ブ
活
動
は
必

須
、
服
装
や
髪
型
の
規
則
も
厳

し
く
、
学
校
内
の
環
境
は
日
本

の
学
校
そ
の
も
の
で
し
た
。
前

述
の
学
校
と
は
真
逆
で
、
欧
米

で
の
学
力
テ
ス
ト
で
は
な
く
、

英
検
の
提
出
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
「
国

内
か
ら
の
受
験
生
向
け
」
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供

の
性
質
や
家
庭
の
方
針
な
ど
に

よ
っ
て
、
何
が
最
適
か
は
違
い

ま
す
。
た
だ
、
言
語
は
文
化
の

一
部
で
あ
り
、
そ
の
文
化
環
境

や
社
会
状
況
が
あ
る
か
ら
こ
そ

正
し
く
発
達
し
ま
す
。
英
語
で

の
教
科
指
導
さ
え
し
て
い
れ
ば

「
国
際
的
」
と
い
う
の
は
全
く

端
的
な
発
想
で
あ
り
、
残
念
な

が
ら
日
本
の
学
校
に
あ
り
が
ち

な
間
違
っ
た
認
識
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
項
も
含
め

て
じ
っ
く
り
吟
味
さ
れ
、
娘
さ

ん
が
ア
メ
リ
カ
で
せ
っ
か
く
学

び
取
り
培
っ
た
良
い
部
分
を
抑

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な

環
境
は
、
で
き
る
だ
け
避
け
て

あ
げ
る
の
が
賢
明
で
し
ょ
う
。
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あれから30年の月日が流れました。町の景色はすっかり変わ

ったけど実は、ボクはまだ、車の留守番しているんだよ。

カチコチ　カチコチ　おなかが歌う

いまでは、デジタルくんやレシート式メーターくんがほとんど

だけどね、働けるうちは　みんなの役にたちたいんだ。

だって　ぼくは　この仕事が　気にいってるからね。

どこかの街で見かけたら　みんな、ボクに声をかけてね！

（次号最終回／エピローグにつづく）

30 years have passed since then.

The town and scenery around me may have completely

changed,but I'm still here, keeping an eye on the cars around

me. Now, the parking meters around me are mostly digital or

receipt type meters. I want to continue working with everyone

for as long as I can because I love my job. So if you see me

around, please come say hi to me!             (to be continued)

短期集中連載えほん「ぼくめいた」16

■前号までのあらすじ
女の子が議員さんたちに陳情してくれたおか
けで、僕たちメーターは修理してまた使っても
らえることになった。スクラップにならずに助
かったんだ！

作・絵　三浦良一

New York Parking Meter Story ©Ryoichi Miura  2020

本欄への相談は

● NY日本人教育審議会

教育文化交流センター

Tel: 914-305-2411

Fax:914-921-0393

info@jec-ny.org

● コメット

www.faminet.net/komet  

「日本のインターナショナル・
スクールについて」
現地教育コンサルタント
コメット代表

高橋純子相談員（教育博士）

https://www.hondag.com
http://kadotains.com/
https://www.iace-usa.com
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年
末
年
始
は
、
デ
ン
マ
ー
ク

の
首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
過

ご
し
ま
し
た
。
北
欧
と
言
っ
て

も
、
沿
岸
を
流
れ
る
暖
流
メ
キ

シ
コ
湾
流
の
影
響
に
よ
り
、
緯

度
が
高
い
割
に
は
そ
れ
ほ
ど
寒

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
消

費
税
率
25
％
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
か
、
物
価
の
高
さ
に
は
閉

口
し
ま
し
た
が
、
驚
い
た
の
は
、

中
国
の
よ
う
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
が
相
当
進
ん
で
お
り
、
若

者
だ
け
で
な
く
高
齢
者
も
モ
バ

イ
ル
ペ
イ
（M

obilepay

）
を

利
用
し
、
日
常
生
活
で
は
ほ
と

ん
ど
現
金
を
使
わ
な
い
ス
タ
イ

ル
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
中
央
銀
行

も
２
０
１
５
年
以
降
紙
幣
と
硬

貨
を
発
行
し
て
お
ら
ず
、
２
０

３
０
年
ま
で
に
紙
幣
と
硬
貨
を

廃
止
し
、
小
売
を
含
め
て
す
べ

て
の
商
取
引
で
現
金
通
貨
か
ら

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
へ
の
移
行
を

進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
町
を
歩
い
て
い
る
と
、

自
転
車
の
多
さ
に
も
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で

は
自
転
車
の
利
用
に
よ
り
既
に

年
間
９
万
ト
ン
の
二
酸
化
炭
素

の
減
少
に
貢
献
し
て
い
る
と
い

い
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
国
が
２

０
５
０
年
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
１
０
０
％
の
社
会
を
実
現

す
る
目
標
を
設
定
し
、
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
市
は
こ
れ
を
上
回
る

２
０
２
５
年
に
世
界
初
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
首
都
を
実

現
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
の

で
す
。
実
際
、
町
中
に
自
動
車

専
用
レ
ー
ン
が
あ
り
、
電
車
に

も
自
転
車
を
持
ち
込
め
る
専
用

車
両
が
あ
り
ま
し
た
。
グ
リ
ー

ン
ウ
ェ
ー
ブ
で
は
、
時
速
20
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
維
持
し
て
い
る

限
り
、
交
差
点
は
ず
っ
と
青
信

号
で
止
ま
る
こ
と
な
く
走
行
で

き
る
そ
う
で
す
。

さ
て
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
が
、
「
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
・
カ
ー
ド
」
を

買
え
ば
、
86
か
所
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
入

場
無
料
で
、
地
下
鉄
（
メ
ト
ロ
）、

電
車
、
バ
ス
が
乗
り
放
題
と
な

り
、
非
常
に
便
利
で
し
た
。
１

日
券
（
24
時
間
）
３
９
９
Ｄ
Ｋ

Ｋ
（
約
７
０
０
０
円
）
で
す
が
、

多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
入
場

料
が
１
０
０
Ｄ
Ｋ
Ｋ
以
上
な
の

で
、
だ
い
た
い
３
施
設
以
上
見

学
す
れ
ば
元
が
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
例

え

ば

国

立

博

物

館

（N
ationalm

useet

）
は
入
館

料
１
０
０
Ｄ
Ｋ
Ｋ
で
す
が
、
ま

と
も
に
見
学
す
る
と
こ
こ
だ
け

で
一
日
か
か
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
（
国
際
博
物
館
会
議
）
会
員

で
あ
れ
ば
多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
無
料
と
な
る
た
め
、
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
・
カ
ー
ド
は
、
地

下
鉄
等
を
利
用
し
て
、
運
河
ク

ル
ー
ズ
ツ
ア
ー
を
楽
し
む
な
ど

有
効
に
使
う
方
法
を
考
え
た
ほ

う
が
賢
明
で
し
た
。
ち
な
み
に

夜
遅
く
ま
で
開
い
て
い
る
チ
ボ

リ
公
園
も
入
れ
ま
す
。
チ
ボ
リ

公
園
（T

ivoli

）
は
、
１
８
４

３
年
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
８
世
王

の
巨
下
で
あ
っ
た
ゲ
オ
・
カ
ー

ス
テ
ン
セ
ン
に
よ
っ
て
造
ら
れ

た
娯
楽
施
設
で
、
「
階
級
の
違

い
な
く
誰
で
も
が
楽
し
め
る
場

所
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
、
現
在
で
も
国
内
外
問
わ
ず

に
親
し
ま
れ
て
い
る
歴
史
あ
る

公
園
で
す
。
「
人
魚
姫
」
で
有

名
な
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
こ
の
チ

ボ
リ
公
園
に
し
ば
し
ば
足
を
運

び
、
童
話
の
構
想
を
練
っ
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、
ウ
ォ
ル
ト
・

デ
ィ
ズ
ニ
ー
も
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
の
構
想
を
練
る
際
に
こ
こ

を
再
三
訪
れ
、
様
々
な
点
で
参

考
に
し
た
そ
う
で
す
。
か
つ
て

倉
敷
に
も
「
倉
敷
チ
ボ
リ
公
園
」

が
あ
り
（
１
９
９
７
年
７
月
〜

２
０
０
８
年
12
月
）
、
現
在
も

Ｊ
Ｒ
倉
敷
駅
前
に
「
ア
ン
デ
ル

セ
ン
広
場
」
が
あ
り
、
ア
ン
デ

ル
セ
ン
像
や
人
魚
姫
像
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

第340回

コペンハーゲンの

ミュージアム

（その１）

ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

新
年
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

今

年
も
懲
り
ず
に
ル
ー
ト
66
に
つ

い
て
熱
く
語
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、

皆
さ
ん
の
年
末
年
始
い
か
が
で

し
た
で
し
ょ
う
か
。
東
京
は
、

ほ
ぼ
ず
っ
と
晴
天
に
恵
ま
れ
比

較
的
暖
か
い
１
週
間
で
し
た
。

こ
ん
な
に
寒
く
な
ら
な
い
と
桜

は
２
月
に
咲
い
て
し
ま
う
の
で

は
？

と
思
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
う
は
言
い
な
が
ら
も
日
本
で

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ど

う
か
風
邪
な
ど
ひ
か
ず
元
気
に

健
康
で
２
０
２
０
年
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
！

さ
て
、
今
月
の
魅
惑
の
旧
街

道
を
行
く
シ
リ
ー
ズ
の
シ
ー
ズ

ン
③

第
10
話
は
、
新
年
一
発

目
と
い
う
こ
と
で
20
年
に
ル
ー

ト
66
各
地
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
の
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
「
ル
ー
ト
66
に
行
っ
て
も

あ
ま
り
よ
く
分
か
ら
な
い
し
な

ぁ
」
と
思
う
皆
さ
ん
。
是
非

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
な

が
ら
ル
ー
ト
66
に
少
し
で
も
触

れ
て
貰
え
れ
ば
そ
の
良
さ
が
分

か
っ
て
頂
け
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
ま
す
。
さ
あ
、
早
速

見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ご
存
知
の
通
り
ル
ー
ト
66
は

イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
か
ら
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
タ
モ
ニ
カ

ま
で
８
つ
の
州
を
跨
い
で
北
か

ら
ゆ
っ
く
り
南
下
し
て
い
き
ま

す
。
当
然
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

の
気
候
は
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
ま
す
の
で
、
通
常
い
わ
ゆ

る
「
冬
」
の
時
期
に
は
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
で
す
の

で
毎
年
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
３

月
〜
４
月
と
な
り
、
６
月
に
は

い
た
る
と
こ
ろ
で
20
以
上
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
す
。
時
に
は
幾
つ
か
の

イ
ベ
ン
ト
が
各
州
の
大
き
な
街

で
行
わ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
の
で
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
選

ん
で
参
加
す
る
か
は
毎
年
頭
を

悩
ま
す
種
な
の
で
す
。

一
般
的
に
ル
ー
ト
66
沿
道
又

は
そ
の
街
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
は
、
車
の
シ
ョ
ー
（
見
本
市
）
、

自
車
で
参
加
す
る
ラ
リ
ー
、
ア

メ
リ
カ
ン
魂
の
雄
ロ
デ
オ
、
一

般
参
加
型
マ
ラ
ソ
ン
、
フ
ー
ド

イ
ベ
ン
ト
、
そ
し
て
い
わ
ゆ
る

「
カ
ウ
ン
テ
ィ
フ
ェ
ア
」
に
近

い
ル
ー
ト
66
祭
り
に
大
別
さ
れ

ま
す
。
ル
ー
ト
66
で
ど
ん
な
体

験
が
し
た
い
の
か
、
何
を
見
た

り
感
じ
た
り
し
た
い
の
か
で
好

き
な
ジ
ャ
ン
ル
を
選
ん
で
、
あ

と
は
迷
わ
ず
「
出
か
け
て
み
る

だ
け
」
な
の
で
す
。

そ
ん
な
多
数
の
ジ
ャ
ン
ル
の

な
か
、
ま
ず
ご
紹
介
す
る
の
は

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
や
ホ
ッ
ト
ロ

ッ
ド
と
呼
ば
れ
る
大
人
気
の
改

造
車
が
こ
れ
で
も
か
っ
！

と

ば
か
り
に
陳
列
さ
れ
る
車
の
見

本
市C

ar
Show

で
す
。
根
強

い
人
気
に
支
え
ら
れ
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
ル
ー
ト
66
だ
け
で
は

な
く
、
全
米
各
地
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ア

ル
バ
カ
ー
キ
で
１
月
24
日
か
ら

開

催

さ

れ

る

「Supernationals
H

ot
R

od
Show

」
を
筆
頭
に
、
２
月
は

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
タ
ル
サ
に
て
、

５
月
後
半
に
は
ミ
ズ
ー
リ
州
ス

プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の

「M
id-A

m
erica

Street
R

od
N

ationals

」
、
そ
し
て
７
月
に

オ
ク
ラ
ホ
マ
シ
テ
ィ
で
予
定
さ

れ

て

い

る

「S
ou

th
w

est
Street

R
od

N
ationals

」
が

有
名
で
す
。
ま
た
、
５
月
３
日

に
ミ
ズ
ー
リ
州
ゲ
イ
・
パ
リ
タ

で
行
わ
れ
る
地
元
の
人
た
ち
で

開
催
す
るC

ar
Show

な
ん
か

も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
良
い
感
じ

で
す
。
あ
、
そ
う
そ
う
ス
プ
リ

ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
い
う
街
は

イ
リ
ノ
イ
州
と
ミ
ズ
ー
リ
州
の

両
ル
ー
ト
66
に
存
在
す
る
同
名

街
な
の
で
間
違
わ
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
結
構
お
互

い
に
距
離
が
あ
る
の
で
、
間
違

え
て
行
っ
て
し
ま
う
と
リ
カ
バ

リ
ー
は
大
変
で
す
。

次
に
ご
紹
介
す
る
ジ
ャ
ン
ル

は
参
加
型
の
ラ
リ
ー
（R

ally

）
。

も
し
ご
自
身
で
自
慢
の
カ
ス
タ

ム
カ
ー
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
是

非
「
乗
っ
か
っ
て
」
み
る
の
が

楽
し
い
と
思
い
ま
す
。
５
月
に

は
自
転
車
で
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
タ

ル
サ
か
ら
ブ
リ
ス
ト
ウ
ま
で
近

距

離

を

走

る

も

の

か

ら

、

「T
he

G
reat

R
ace

」
と
呼

ば
れ
る
６
月
24
日
に
ミ
ズ
ー
リ

州
ロ
ー
ラ
よ
り
オ
ク
ラ
ホ
マ
州

オ
ク
ラ
ホ
マ
シ
テ
ィ
ま
で
走
る

も
の
、
そ
し
て
６
月
９
日
か
ら

約
２
週
間
か
け
て
イ
リ
ノ
イ
州

ウ
ィ
ロ
ウ
ブ
ル
ッ
ク
か
ら
何
と

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
タ
モ

ニ

カ

ま

で

走

っ

て

し

ま

う

「

M
oth

er
R

oad
R

id
e

R
ally

」
ま
で
年
間
約
13
ほ
ど

のR
ally

が
開
催
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
ル
ー
ト
66
に
は

「
こ
れ
っ
！
」
と
い
う
ま
と
ま

っ
た
公
式
の
イ
ベ
ン
ト
表
が
あ

り

ま

せ

ん

。

し

た

が

っ

て

「R
ou

te6
6

」
「E

v
en

t

」

「R
ally

2020

」
等
、
キ
ー
ワ

ー
ド
で
グ
グ
る
し
か
手
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
結
構
親
切
な
方
々

が
知
っ
て
る
も
の
や
好
き
な
イ

ベ
ン
ト
を
集
め
た
ブ
ロ
グ
な
ん

か
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
時
間
を
見
つ
け
て
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

旅
の
計
画
に
充
て
る
時
間
っ
て

楽
し
い
で
す
よ
ね
！

続
い
て
は
ロ
デ
オ
。
ロ
デ
オ

に
興
味
の
あ
る
日
本
の
方
は
少

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
せ

っ
か
く
ア
メ
リ
カ
で
生
活
し
て

い
る
の
で
す
。
一
度
ぐ
ら
い
本

場
の
ロ
デ
オ
を
体
験
す
る
の
も

面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

そ
の
迫
力
と
言
っ
た
ら
と
て
も

言
葉
で
は
表
現
で
き
ま
せ
ん

（
笑
）
６
月
に
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ

コ
州
サ
ン
タ
フ
ェ
で
行
わ
れ
る

「R
odeo

D
e

Santa
F

e

」
や
、

９
月
に
テ
キ
サ
ス
州
ア
マ
リ
ロ

で
開
催
さ
れ
る
「T

ri-State
F

air
&

 R
odeo

」
等
が
お
ス

ス
メ
で
す
。

日
本
人
の
間
で
こ
と
さ
ら
人

気
の
高
い
の
が
、
そ
う
、
マ
ラ

ソ
ン
で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
マ

ラ
ソ
ン
、
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
、

ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
参

加
さ
れ
る
人
も
年
々
増
え
て
い

ま
す
が
、
10
月
の
シ
カ
ゴ
マ
ラ

ソ
ン
は
、
そ
う
で
す
。
ル
ー
ト

66
街
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
す

よ
。
そ
れ
に
加
え
毎
年
11
月
３

週

目

あ

た

り

で

行

わ

れ

る

「R
ou

te
66 M

arath
on

」
。

こ
れ
を
走
ら
な
け
れ
ば
ラ
ン
ナ

ー
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
オ
ク
ラ

ホ
マ
州
タ
ル
サ
で
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
フ
ル
、
ハ
ー
フ
、
マ
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
、
５
Ｋ
ラ
ン
な
ど

各
種
選
べ
ま
す
の
で
、
ベ
テ
ラ

ン
の
あ
な
た
も
初
心
者
の
あ
な

た
も
。
さ
あ
「
腕
」
の
見
せ
所

で
す
よ
。
い
や
「
脚
」
か
な
？

最
後
は
、
「
ル
ー
ト
66
そ
の

も
の
を
満
喫
し
た
い
！
」
と
い

う
方
に
はS

tate
F

air

的
な

「
お
祭
り
」
が
最
適
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
著
名
な
も
の
と

し
て
は
６
月
19
日
ミ
ズ
ー
リ
州

レ
バ
ノ
ン
で
の
「L

eban
on

R
oute

66 F
estival

」
、
８
月

14
日
か
ら
の
「B

irth
place

of
R

oute
66 F

estival

」
は

ミ
ズ
ー
リ
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ

ー
ル
ド
に
て
。
毎
年
大
き
く
な

っ
て
い
る
イ
リ
ノ
イ
州
ス
プ
リ

ン

グ

フ

ィ

ー

ル

ド

で

は

「

S
p

rin
g

field
In

tern
ation

al
R

ou
te

66
M

oth
er

R
oad

F
estiv

al
」

が
開
か
れ
ま
す
。
読
者
の
皆
さ

ん
と
、
ど
こ
か
の
イ
ベ
ン
ト
で

お
会
い
で
き
れ
ば
最
高
で
す

ね
。
そ
れ
で
は
ま
た
来
月
、
お

目
に
か
か
り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
、
写
真
も
）

T RAVE LT RAVE L
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」
を
フ
ォ
ー
カ
ス

そ
の
10：

各
地
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
も
う

http://www.at-newyork.com/
http://kkobo.com/
https://www.amnet.jp/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
３
か
月

足
ら
ず
の
新
鮮
す
ぎ
る
目
線

で
、
Ｎ
Ｙ
に
生
き
る
女
性
の
た

め
の
情
報
を
発
信
し
て
い
く
！

第
１
回
目
の
今
回
は
、
「
オ

シ
ャ
レ
す
ぎ
る
生
殖
医
療
」
。

日
本
で
「
生
殖
医
療
」
と
聞
く

と
、
不
妊
に
悩
む
方
々
の
選
択

肢
の
一
つ
で
あ
り
、
医
療
の
力

を
か
り
て
妊
娠
を
望
む
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
。
現
在
Ｎ
Ｙ
在
住
で
、

元
々
は
日
本
の
大
企
業
で
働
い

て
い
た
Ａ
子
さ
ん
に
お
話
を
伺

う
と
、
独
身
の
自
分
に
は
と
て

も
遠
い
世
界
の
話
で
、
日
本
で

働
い
て
い
る
時
は
興
味
も
な
か

っ
た
と
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｙ
へ
の

転
勤
が
決
ま
り
、
34
歳
と
い
う

妊
娠
の
リ
ミ
ッ
ト
を
意
識
す
る

年
齢
だ
っ
た
た
め
、
初
め
て
卵

子
凍
結
と
い
う
選
択
肢
が
頭
に

浮
か
ん
だ
と
い
う
。
看
護
師
の

友
人
に
紹
介
さ
れ
、
都
内
で
も

有
数
の
病
院
に
行
っ
て
み
た

が
、
本
気
で
不
妊
に
悩
む
方
々

が
も
ち
ろ
ん
多
い
た
め
、
な
ん

だ
か
院
内
の
空
気
は
重
た
く
、

こ
の
先
に
待
っ
て
い
る
施
術
が

怖
く
な
っ
た
と
い
う
。
一
方
、

Ｎ
Ｙ
の
生
殖
医
療
は
進
ん
で
い

る
と
聞
く
こ
と
が
多
い
が
、
実

態
は
ど
う
な
の
か
。
そ
の
リ
サ

ー
チ
を
し
て
い
る
際
に
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
に
あ
る
広
告
が
流
れ

て
き
た
。
「K

ind
body

」
と

い
う
名
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
広
告

の
内
容
は
不
妊
治
療
や
卵
子
凍

結
に
つ
い
て
だ
が
、
イ
ン
ス
タ

映
え
す
る
院
内
の
装
飾
や
実
際

の
患
者
さ
ん
が
笑
顔
で
体
験
を

報
告
す
る
な
ど
、
な
ん
だ
か
と

て
も
ポ
ッ
プ
な
様
相
。
実
際
に

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
近
辺
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
説
明
会
に
行
っ
て

み
た
。
お
洒
落
な
ソ
フ
ァ
ー
に

座
っ
て
、
な
ん
と
シ
ャ
ン
パ
ン

を
飲
み
な
が
ら
話
を
聞
く
こ
と

が
出
来
る
。
女
性
が
自
分
の
未

来
の
た
め
に
前
向
き
に
な
れ
る

空
間
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
説
明

を
聞
く
と
施
術
は
日
本
と
変
わ

ら
な
い
。
た
だ
、
こ
の
ラ
フ
に

相
談
に
行
け
る
雰
囲
気
や
明
る

い
テ
ン
シ
ョ
ン
が
Ｎ
Ｙ
な
の
だ

ろ
う
。

（
古
瀬
麻
衣
子
／info-fresh

）

Kindbody (NY)
102 5th Avenue 

(bet W15 & W16th St)
NewYork, NY 10011
Tel: 855-563-2639
http://kindbody.com

女子目線NYノート ①

オシャレ過ぎる生殖医療
明るい雰囲気で、なんか日本と違う！

www.info-fresh.com

い
よ
い
よ
来
週
、
１
月
25
日

に
迫
っ
た
春
節
（
旧
正
月
）
。

ア
ジ
ア
人
の
は
し
く
れ
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
と
し
て
は
太
陽
暦
と
太

陰
暦
で
２
回
祝
わ
な
い
と
新
年

を
迎
え
た
気
が
し
な
い
。
そ
ん

な
欲
張
り
さ
ん
に
う
っ
て
つ
け

の
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
が
、
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
の
「
レ
ッ
ド
ピ
オ
ニ
ー

（
緋
牡
丹
）
」
だ
。
下
記
の
所
在

地
を
見
て
ピ
ン
と
来
た
人
は
、

相
当
の
中
華
通
。
長
年
、
小
籠

包
の
名
店
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
店

が
昨
夏
ま
で
あ
っ
た
場
所
で
あ

る
。
少
な
か
ら
ず
地
場
霊
の
助

け
も
得
て
、
昨
年
８
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
同
店
の
オ
ー
ナ
ー

は
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
区
フ
ラ
ッ
シ

ン
グ
で
人
気
料
理
店
を
手
が
け

て
き
た
コ
ニ
ー
さ
ん
。
「
小
籠

包
の
専
門
店
と
は
思
わ
れ
た
く

な
い
」
と
公
言
し
、
四
川
、
広

東
、
北
京
な
ど
中
国
各
地
の
美

味
し
い
料
理
を
最
高
レ
ベ
ル
で

取
り
揃
え
る
。

と
は
い
え
、
気
に
な
る
小
籠

包
。
早
速
熱
々
を
レ
ン
ゲ
に
乗

せ
て
ス
ー
プ
を
こ
ぼ
さ
ぬ
よ
う

そ
っ
と
試
食
。
適
度
に
発
酵
し

た
薄
皮
を
割
っ
て
ほ
と
ば
し
る

ス
ー
プ
は
品
の
良
い
出
汁
を
た

た
え
、
た
っ
ぷ
り
と
包
ま
れ
た

豚
挽
肉
と
野
菜
類
は
、
鮮
度
よ

く
ほ
ん
の
り
甘
く
、
一
口
で
喉

を
通
し
て
も
な
お
口
腔
に
心
地

よ
く
残
響
す
る
。

ほ
か
に
も
、
北
京
ダ
ッ
ク
や

チ
キ
ン
の
酒
蒸
し
、
白
身
魚
の

丸
ご
と
四
川
風
な
ど
僕
た
ち
が

日
本
で
中
華
料
理
の
ご
馳
走
と

し
て
親
し
ん
で
き
た
品
々
ば
か

り
。
ど
れ
も
味
わ
い
深
く
て
腹

持
ち
も
い
い
。
遅
れ
ば
せ
新
年

会
の
場
所
選
び
で
迷
っ
て
い
る

な
ら
、
ぜ
ひ
一
度
お
試
し
あ

れ
！
　（

中
村
英
雄
、
写
真
も
）

Red Peony
24 W 56th Street, NY NY10019

(bet 5th & 6th Aves)
Tel: 212-380-8883

https://redpeonyrestaurant.com/
営業時間：年中無休 11:30 ~21:45

上海や北京から抜擢された一流シェフとスタッ
フが作り出す渾身の中華料理は、日本人の口に
ぴったりの味。家族や恋人との食事にはもちろ
ん、ビジネスでの接待にもよしの美味しい店だ。

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の

小
籠
包
で
春
節
を
祝
う

http://info-fresh.com/
https://america-keitai.com/
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ローカル

スクランブル

Queens & LI

ク
イ
ー
ン
ズ
区
に
あ
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

（
児
童
生
徒
数
２
５
７
人
、
片

山
隆
校
長
）
で
4
日
、
恒
例
の

「
餅
つ
き
大
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。
「
賀
正
」
「
五
穀
豊
穣
」

「
無
病
息
災
」
な
ど
の
筆
文
字

や
、
紅
白
幕
が
飾
ら
れ
た
会
場

に
は
、
威
勢
の
良
い
太
鼓
の
音

が
響
き
渡
り
、
お
正
月
ム
ー
ド

一
色
。

学
年
別
に
会
場
を
訪
れ
た
子

供
達
は
、
生
米
か
ら
お
餅
が
で

き
る
ま
で
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
担
任
の
先
生
か
ら
説
明
を
受

け
た
後
、
い
よ
い
よ
餅
つ
き
に

挑
戦
。
周
り
の
み
ん
な
の
「
よ

い
し
ょ
」
と
い
う
威
勢
の
良
い

掛
け
声
に
合
わ
せ
、
二
人
一
組

に
な
っ
て
、
一
生
懸
命
に
重
い

杵
を
振
り
下
ろ
し
た
。

つ
き
た
て
の
お
餅
は
、
そ
の

後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
大

会
を
支
え
る
保
護
者
達
に
よ
っ

て
、
磯
部
、
き
な
こ
、
あ
ん
こ

の
三
種
類
に
味
付
け
さ
れ
、
今

か
今
か
と
待
ち
わ
び
る
子
供
た

ち
の
元
へ
。
毎
年
好
評
の
磯
部

味
に
は
、
子
供
達
か
ら
何
度
も

リ
ク
エ
ス
ト
が
か
か
り
、
保
護

者
達
は
、
用
意
さ
れ
た
海
苔
が

無
く
な
る
ま
で
、
ひ
っ
き
り
な

し
に
調
理
台
と
子
供
達
の
テ
ー

ブ
ル
の
間
を
往
復
し
て
い
た
。

ま
た
、
「
餅
つ
き
大
会
」
と
並

行
し
て
行
わ
れ
た
生
徒
会
（
中

高
生
）
主
催
の
バ
ザ
ー
で
は
、

古
本
、
古
着
、
お
も
ち
ゃ
、
キ

ッ
チ
ン
用
品
、
文
房
具
、
ス
イ

ー
ツ
な
ど
色
と
り
ど
り
の
品
４

０
０
点
以
上
が
、
テ
ー
ブ
ル
の

上
に
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
合
間
に
足
を
止

め
る
保
護
者
達
で
常
に
大
賑
わ

い
の
盛
況
と
な
っ
た
。

生
徒
会
長
の
滝
澤
真
佳
さ
ん

に
、
一
番
人
気
の
品
に
つ
い
て

聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
や
は
り
、

生
徒
手
作
り
の
ス
イ
ー
ツ
で
す

ね
。
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
『
美

味
し
か
っ
た
』
と
言
わ
れ
て
、

と
て
も
嬉
し
い
で
す
」
と
、
笑

顔
で
答
え
て
く
れ
た
。
同
バ
ザ

ー
の
収
益
金
は
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
の
子
供
達
を
支
援

す
る
「
ハ
タ
チ
基
金
」
へ
と
送

ら
れ
る
。

み
ん
な
の
「
よ
い
し
ょ
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
、
二
人
一
組
で
杵
を
振
り
下
ろ
す
児
童

大賑わいで
餅つき大会

NY補習授業校LI校

クイーンズのウッドサイドにある日系食糧品店タイヨー
フーズ（51-27 43rd Avenue）はこのほど、店内に「ジャ
パンコーナー」ウッド＆サニー（森の陽だまり52丁目店）
と名付けたポップアップ店をオープン。ジャパンコーナー
では２月16日（日）まで、４軒のラーメン屋が続々と開店
する。今月19日（日）まで、大阪の行列ができる有名ラー
メン店のシェフ３人の初のコラボラーメン「30ドルラーメ
ンズ」。▷27日（月）〜２月２日（日）は、名古屋の鶏白
湯ラーメン「七夢村（ナムソン）」。▷２月３日（月）〜９
日（日）は「麺や齋とう」。トリュフ香る黄金鴨そば（イタ
リア風）を提供。▷２月10日（月）〜16日（日）は鯛担麺
専門店の「抱きしめ鯛」。問い合わせは電話 917-745-0314
まで。営業時間は正午から午後10時まで。
詳細はウェブサイトwww.taiyonyc.com参照。

ク
オ
モ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
知
事
は
、
ラ
・
ガ
ー
デ
ィ

ア
空
港
と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と

を
電
車
で
結
ぶ
エ
ア
ト
レ
イ

ン
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
を

こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
。

計
画
で
は
現
在
80
億
ド
ル

を
か
け
て
進
め
て
い
る
拡
張

工
事
が
２
０
２
５
年
に
完
了

し
た
あ
と
の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

と
な
る
。
空
港
と
近
隣
の
野

球
ス
タ
ジ
ア
ム
、
シ
テ
ィ
フ

ィ
ー
ル
ド
ま
で
エ
ア
ト
レ
イ

ン
を
運
行
さ
せ
る
こ
と
で
最

短
距
離
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

地
下
鉄
網
に
接
続
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
シ
テ
ィ

フ
ィ
ー
ル
ド
が
空
港
よ
り
も

東
側
に
位
置
す
る
た
め
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
一
度
空
港

を
超
え
て
、
電
車
を
乗
り
換

え
空
港
へ
逆
に
戻
る
こ
と
に

な
る
。
ク
オ
モ
知
事
は
「
一

般
市
民
の
住
宅
地
を
買
収
す

る
こ
と
な
し
に
最
も
経
済
的

に
レ
ー
ル
を
敷
設
す
る
こ
と

が
で
き
る
最
善
の
方
法
」
と

主
張
し
て
い
る
。

ウッドサイドでラーメンポップアップ店続々

ラ
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
に
電
車
計
画

９
日
の
早
朝
６
時
前
後
に
、
「
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
ム
ー
ン
ヘ
ン
ジ
」
が
撮
影

で
き
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ヘ
ン
ジ
は

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
も
出
て
お
り
、

か
な
り
有
名
で
、
毎
年
同
じ
日
に
起

こ
る
現
象
だ
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ム

ー
ン
ヘ
ン
ジ
で
こ
こ
ま
で
月
が
下
が

り
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
風
景
と
一
緒

に
撮
れ
る
の
は
か
な
り
レ
ア
な
現
象

だ
。

42
丁
目
の
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
・

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
周
辺
が
映
っ
て

い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅

へ
続
く
ま
だ
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
が

飾
ら
れ
て
い
る
橋
、
マ
ダ
ム
タ
ッ
ソ

ー
蝋
人
形
館
、
ホ
テ
ル
、
タ
ク
シ
ー

ウ
ー
バ
ー
の
黒
、
早
朝
の
早
朝
オ
フ

ィ
ス
の
窓
、
ス
ー
パ
ー
・
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
へ
向
か
う
配
送
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
冬
の
日
夜
明
け
前
が
映
り
こ
ん
で

い
る
。
（
写
真
と
文
、
植
山
慎
太
郎
）

映
画
「
ジ
ョ
ー
カ
ー
」
の
撮

影
に
使
わ
れ
た
ブ
ロ
ン
ク
ス
に

あ
る
階
段
に
観
光
客
が
多
数
訪

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、

地
元
に
お
金
を
落
と
す
こ
と
も

な
く
、
混
雑
で
付
近
の
住
民
が

迷
惑
を
被
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

に
絡
め
て
大
手
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
チ
ェ
ー
ン
の
バ
ー
ガ
ー
キ
ン

グ
が
ブ
ロ
ン
ク
ス
在
住
者
に
無

料
の
ワ
ッ
パ
ー
を
提
供
し
た
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
で

は
「
ジ
ョ
ー
カ
ー
の
階
段
」
な

ら
ぬ
「
キ
ン
グ
の
階
段
」
と
し

て
バ
ー
ガ
ー
王
が
こ
の
階
段
に

現
れ
る
。
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
を

通
じ
ブ
ロ
ン
ク
ス
在
住
者
で
あ

れ
ば
１
月
12
日
ま
で
無
料
で
ワ

ッ
パ
ー
を
も
ら
え
た
。
今
後
も

行
わ
れ
る
か
は
不
明
。

ジ
ョ
ー
カ
ー
の
階
段

周
辺
住
民
に

バ
ー
ガ
ー
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

真冬の夜明け前

珍しいマンハッタン・ムーンヘンジに遭遇

http://www.jwsny.org
https://japaneseschool.org
http://www.lijcc.org/index.html
http://ariyoshiny.com


本
書
は
２
０
１
７
年
に
単

行
本
に
て
刊
行
さ
れ
た
『
中

韓
が
む
さ
ぼ
り
続
け
る
「
反

日
」
と
い
う
名
の
毒
饅
頭
』

（
悟
空
出
版
）
に
加
筆
・
修
正

を
加
え
て
新
書
化
し
た
も
の

だ
。
著
者
の
ケ
ン
ト
・
ギ
ル

バ
ー
ト
氏
は
「
日
本
だ
っ
た

ら
何
を
言
っ
て
も
許
さ
れ
る

と
思
う
な
。
中
国
、
韓
国
こ

そ
、
歴
史
を
直
視
せ
よ
」
と

豪
語
す
る
。
「
反
日
」
の
根
本

に
あ
る
も
の
を
探
り
、
そ
の

目
的
を
読
み
説
く
た
め
の
一

冊
。
ア
メ
リ
カ
人
の
立
場
か

ら
冷
静
に
、
中
国
共
産
党
の

成
り
立
ち
と
侵
略
の
歴
史
、

韓
国
が
仕
掛
け
る
反
日
歴
史

戦
を
紐
と
き
、
東
ア
ジ
ア
情

勢
や
日
本
の
役
割
を
分
析
し

て
い
る
。

同
氏
は
、
中
国
は
国
内
外

で
の
非
道
な
振
る
ま
い
を
ひ

た
隠
し
、
共
産
党
へ
の
不
満

の
ガ
ス
抜
き
の
道
具
と
し
て
、

ま
た
、
韓
国
は
、
国
内
政
治

闘
争
の
手
段
と
し
て
「
反
日
」

を
使
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。

「
は
た
し
て
、
中
国
と
日
本
の

ど
ち
ら
が
真
実
を
言
っ
て
い

る
の
か
、
韓
国
と
日
本
の
ど

ち
ら
が
民
主
的
な
の
か
、
い

ま
こ
そ
国
際
社
会
に
訴
え
る

時
だ
」
と
緊
迫
す
る
香
港
情

勢
、
米
中
貿
易
戦
争
な
ど
最

新
の
ト
ピ
ッ
ク
を
交
え
、
改

憲
論
に
も
一
石
を
投
じ
て
い

る
。習

近
平
国
家
主
席
は
、
２

０
１
８
年
３
月
に
憲
法
を
改

正
し
て
事
実
上
の
「
皇
帝
」

と
化
し
、
世
界
の
恐
怖
感
が

一
層
高
ま
っ
た
。
中
国
人
も

恐
ら
く
内
心
で
は
そ
う
だ
ろ

う
。
米
国
で
は
、
中
国
共
産

党
に
よ
る
米
国
か
ら
の
知
的

財
産
の
盗
み
出
し
が
一
向
に

や
ま
ず
、
再
三
の
抗
議
に
も

関
わ
ら
ず
改
善
し
な
い
た
め
、

鉄
鋼
製
品
を
皮
き
り
と
し
て

関
税
を
上
乗
せ
し
た
り
、
Ａ

Ｉ
や
通
信
な
ど
の
技
術
か
ら

中
国
企
業
を
除
外
し
た
り
し

始
め
「
米
中
貿
易
戦
争
」
と

い
う
争
い
が
始
ま
っ
て
い
る
。

米
国
と
中
国
の
軋
轢
が
高

ま
っ
て
い
る
な
か
で
、
中
国

と
日
本
の
関
係
は
む
し
ろ
逆

に
比
較
的
、
緩
慢
な
が
ら
も

一
時
の
領
有
権
を
め
ぐ
る
対

立
時
か
ら
み
て
も
一
歩
後
退

し
て
い
る
状
態
に
見
え
る
。

そ
し
て
、
韓
国
で
は
、
２

０
１
８
年
10
月
に
大
法
院

（
最
高
裁
）
で
日
本
製
鉄
や
11

月
に
は
三
菱
重
工
に
元
「
徴

用
工
」
に
損
害
賠
償
を
命
じ

る
判
決
が
確
定
し
、
１
９
６

５
年
の
日
韓
基
本
条
約
や
日

韓
請
求
権
協
定
で
定
め
て
い

た
は
ず
の
事
柄
を
実
質
的
に

無
効
化
し
始
め
て
い
る
。
著

者
は
「
近
い
う
ち
に
、
日
本

企
業
の
在
韓
資
産
が
現
金
化

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

危
惧
す
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
15
年
の

「
慰
安
婦
合
意
」
の
実
質
無
効

化
や
韓
国
駆
逐
艦
に
よ
る
海

上
自
衛
隊
哨
戒
機
へ
の
「
レ

ー
ダ
ー
照
射
」
事
件
、
日
本

の
戦
略
物
資
三
品
目
の
対
韓

国
輸
出
規
制
強
化
に
対
す
る

「
日
本
製
品
不
買
運
動
」
や
そ

れ
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
の

日
韓
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
（
軍
事

情
報
包
括
保
護
協
定
）
破
棄

を
ち
ら
つ
か
せ
る
な
ど
、
一

直
線
に
反
日
へ
の
道
を
歩
み

続
け
た
。

日
韓
に
つ
い
て
は
メ
デ
ィ

ア
も
さ
か
ん
に
史
上
最
悪
の

状
態
と
報
道
し
て
い
る
が
、

著
者
は
、「
韓
国
の
反
日
な
ど
、

い
く
ら
日
本
人
が
頭
に
き
て

も
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
で
も
な

い
限
り
、
放
置
し
て
お
い
て

も
構
わ
な
い
も
の
な
の
に
対

し
、
中
国
が
現
在
、
表
面
上

反
日
色
を
抑
え
て
い
る
か
ら

と
い
っ
て
決
し
て
油
断
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
警
告
す
る
。

「
一
帯
一
路
」
を
は
じ
め
と
す

る
政
策
、
そ
し
て
他
国
に
対

す
る
態
度
や
考
え
方
は
「
世

界
秩
序
を
揺
る
が
す
危
険
な

も
の
だ
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

日
本
の
中
か
ら
見
え
る
ア
メ

リ
カ
人
の
視
点
に
よ
る
中

国
・
韓
国
分
析
と
し
て
興
味

深
い
。
　
　
　
　
　
　
（
三
）
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売
ら
な
く
て
も
儲
か
る
仕
組
み
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
の
教
え
。
西
洋

の
基
本
概
念
を
作
っ
た
哲
学
者
に
迫
る
。
百
田
尚
樹
が
「
薄
っ
ぺ
ら
い
正
義
」
を
笑
う
。

復
員
し
た
画
家
は
「
本
物
」
な
の
か
？

判
決
ま
で
目
が
離
せ
な
い
法
廷
小
説
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

中国と韓国「反日」の理由

『このミステリーがすごい！』

宝島社・刊

『
２
０
２
０
年
版
　
こ
の
ミ

ス
テ
リ
ー
が
す
ご
い
！

19
年
の

ミ
ス
テ
リ
ー
＆
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
ベ
ス
ト
20
』
（
宝
島

社
）
が
昨
年
12
月
末
に
発
売
さ

れ
た
。

本
書
は
１
９
８
８
年
か
ら
別

冊
宝
島
で
発
行
さ
れ
て
い
る
、

ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
の
ラ
ン
キ
ン

グ
や
作
品
（
あ
ら
す
じ
）
紹
介
、

有
名
な
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
達
の

対
談
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
ミ
ス

テ
リ
ー
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。

「
こ
の
ミ
ス
」
の
略
称
で
知
ら

れ
、
国
内
部
門
と
海
外
部
門
に

分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
ベ
ス
ト
テ

ン
が
選
ば
れ
る
。

ま
た
、
２
０
０
２
年
に
は
新

人
作
家
の
作
品
を
募
集
し
た

「
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご

い
！
」
大
賞
が
創
設
さ
れ
、
過

去
に
は
「
チ
ー
ム
・
バ
チ
ス
タ

の
栄
光
」
（
海
堂
尊
）
や
「
さ

よ
な
ら
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
」
（
中

山
七
里
）
な
ど
が
受
賞
し
て
い

る
。
大
賞
を
逃
し
た
作
品
も
映

画
化
・
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
て

い
る
も
の
が
多
く
、
い
ま
や
注

目
す
べ
き
賞
な
の
で
あ
る
。

ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
好
き
に
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
何
を
読
ん

で
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

ミ
ス
テ
リ
ー
初
心
者
に
も
お
す

す
め
の
ミ
ス
テ
リ
ー
を
よ
り
楽

し
め
、
も
っ
と
好
き
に
な
れ
る

一
冊
だ
。
11
ド
ル
99
セ
ン
ト
。

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

祥伝社新書・刊

ケント・ギルバート・著

毎
年
末
発
行
の

ミ
ス
テ
リ
ー
ガ
イ
ド

https://usa.kinokuniya.com/
https://nymtc.com/
http://www.seido.com


ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ジ
ャ
ン
ル

に
と
ら
わ
れ
ず
に
芸
術
活
動
を

続
け
て
い
る
。
過
去
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
や
ダ
ン
ス
の
経
験
を
生

か
し
て
さ
ら
に
自
分
の
幅
を
広

げ
る
た
め
に
今
は
エ
ア
リ
ル
シ

ル
ク
と
フ
ー
プ
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
励
ん
で
い
る
。
日
本
で
は

な
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
だ
か
ら

こ
そ
広
が
っ
た
世
界
、
考
え
方

や
出
会
い
が
自
分
を
ど
ん
ど
ん

進
化
さ
せ
て
い
く
感
覚
に
魅
了

さ
れ
、
こ
の
先
も
こ
こ
で
の
活

動
を
志
し
て
い
る
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
け
で
な

く
、
ほ
か
に
も
振
り
付
け
や
殺

陣
な
ど
の
創
作
側
に
も
関
わ
っ

て
お
り
、
こ
の
先
も
演
じ
る
の

と
創
作
を
両
方
携
わ
っ
て
行
け

る
こ
と
を
目
標
に
、
生
活
を
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
願
う
神

奈
川
県
出
身
の
23
歳
。

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
カ
ル
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
、
そ
の
あ
と
６
歳

ま
で
ミ
ネ
ソ
タ
州
で
過
し
、
小

学
生
か
ら
高
校
生
に
学
校
生
活

は
一
旦
帰
国
し
、
日
本
で
過
す
。

帰
国
後
、
２
０
０
８
年
か
ら
15

年
ま
で
、
大
和
市
の
児
童
劇
団

「
大
き
な
夢
や
ま
と
子
供
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
」
に
所
属
、
14
公
演

中
８
公
演
で
主
役
、
準
主
役
を

好
演
し
た
。
15
年
か
ら
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
立
大
学
へ
進
み
ダ
ン

ス
を
専
攻
。
数
々
の
振
り
付
け

家
の
下
、
計
15
作
品
で
踊
っ
た
。

中
に
は
、
ポ
ー
ル
・
テ
イ
ラ

ー
・
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
、
ジ

ョ
ン
・
レ
ー
ラ
ー
・
ダ
ン
ス
カ

ン
パ
ニ
ー
ら
有
名
振
付
家
の
作

品
も
。
17
年
、
ダ
ン
ス
界
へ
の

登
竜
門
と
し
て
知
ら
れ
る
難
関

の
ス
テ
プ
ス
・
オ
ン
・
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
の
夏
期
集
中
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
受
講
生
徒
に
合
格
し
、

多
く
の
講
師
か
ら
ダ
ン
ス
を
学

ん
だ
。
一
昨
年
は
、
歌
手
、
モ

ナ
・
ハ
イ
ダ
ー
の
新
曲
「
リ
フ

テ
ッ
ド
」
の
主
役
ダ
ン
サ
ー
に

抜
擢
、
多
数
の
記
事
に
掲
載
さ

れ
た
。
昨
年
同
大
を
卒
業
し
、

そ
の
ま
ま
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移

住
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
出

演
や
芸
術
活
動
を
続
け
て
い

る
。
卒
業
後
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
受
け
、
３
０
０
人
近
い
応

募
者
か
ら
合
格
、
昨
年
秋
か
ら

は
体
験
型
シ
ア
タ
ー
、
ゼ
ロ
ス

ペ
ー
ス
と
ゾ
ン
ビ
ー
エ
ク
ス
ペ

リ
エ
ン
ス
で
週
４
日
間
の
出
演

を
続
け
て
い
る
。

「
大
学
卒
業
直
後
は
、
ダ
ン

ス
専
攻
の
学
位
を
生
か
し
て
ダ

ン
サ
ー
関
係
の
仕
事
を
し
た
い

と
い
う
固
定
概
念
に
囚
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
生
き
抜
く
に
は
幅
広
い
仕
事

が
で
き
な
い
と
成
功
し
な
い
と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
ん
で

す
。
芝
居
か
ら
歌
か
ら
バ
ー
レ

ス
ク
と
視
野
を
広
げ
る
と
、
仕

事
が
い
ろ
い
ろ
回
っ
て
く
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今
は
自
分
の
身

体
能
力
を
生
か
し
て
エ
ア
リ
ル

シ
ル
ク
と
フ
ー
プ
を
習
い
始

め
、
特
に
シ
ル
ク
は
近
い
う
ち

に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ま
で
持
っ

て
い
け
る
よ
う
に
技
術
を
磨
い

て
い
き
た
い
」
と
目
を
輝
か
す
。

好
き
な
言
葉
は
「
ノ
ー
デ
イ
ズ
、

バ
ッ
ト
・
ト
ゥ
デ
イ
（N

o
D
ay
B
ut
T
oday

)/

今
日
の

今
し
か
な
い
」
。
目
下
最
大
の

目
標
は
、
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

大
手
の
「C

om
pany

X
IV

」

に
合
格
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。
　

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。
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１
９
０
１
年
、
ピ
エ
ー
ル
・

カ
ル
テ
ィ
エ
は
イ
ン
ド
よ
り
ド

レ
ス
を
３
着
贈
ら
れ
た
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ラ
王
妃
（
英
国
王
エ
ド

ワ
ー
ド
７
世
の
妻
）
か
ら
そ
れ

ら
に
合
う
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
注
文

を
受
け
た
。
そ
れ
以
降
、
カ
ル

テ
ィ
エ
は
イ
ン
ド
文
化
と
の
繋

が
り
を
持
つ
。
10
年
後
、
ピ
エ

ー
ル
の
弟
ジ
ャ
ッ
ク
は
イ
ン
ド

皇
帝
ジ
ョ
ー
ジ
５
世
の
戴
冠
式

典
に
出
席
す
る
た
め
イ
ン
ド
亜

大
陸
へ
赴
く
が
、
一
方
で
手
持

ち
の
宝
石
を
フ
ラ
ン
ス
式
に
仕

立
て
た
い
と
望
む
マ
ハ
ラ
ジ
ャ

た
ち
と
接
触
す
る
目
的
も
あ
っ

た
。
や
が
て
イ
ン
ド
の
宝
飾
品

は
西
洋
社
会
で
大
評
判
と
な

り
、
カ
ル
テ
ィ
エ
の
顧
客
た
ち

は
同
じ
よ
う
な
宝
飾
品
を
求
め

店
の
前
に
列
を
な
す
よ
う
に
な

る
。

１
９
３
６
年
、
カ
ル
テ
ィ
エ

は
上
流
階
級
に
属
す
る
デ
イ
ジ

ー
・
フ
ェ
ロ
ー
ズ
（
フ
ラ
ン
ス

系
ア
メ
リ
カ
女
性
で
莫
大
な
財

産
の
相
続
人
）
の
依
頼
を
受
け
、

彼
女
が
す
で
に
所
有
し
て
い
た

ネ
ッ
ク
レ
ス
１
点
と
ブ
レ
ス
レ

ッ
ト
２
点
に
使
わ
れ
て
い
た
７

８
５
個
の
宝
石
を
再
利
用
し
、

さ
ら
に
２
３
８
個
の
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
と
８
個
の
ル
ビ
ー
を
加

え
、
イ
ン
ド
の
宝
石
文
化
に
影

響
を
受
け
最
も
豪
華
な
異
国
情

緒
あ
ふ
れ
る
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
完

成
さ
せ
る
。
翌
年
こ
の
ネ
ッ
ク

レ
ス
を
つ
け
た
デ
イ
ジ
ー
の
写

真
が
ヴ
ォ
ー
グ
誌
に
掲
載
さ
れ

た
の
は
、
ジ
ャ
ズ
・
エ
イ
ジ
の

華
や
か
さ
と
豊
か
さ
を
象
徴
す

る
革
新
的
な
装
い
の
先
駆
け
だ

っ
た
か
ら
だ
。

当
時
、
こ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
の

ス
タ
イ
ル
は
「
コ
リ
エ
ー
・
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
ネ

ッ
ク
レ
ス
）
」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
が
、
１
９
７
０
年
代
カ

ル
テ
ィ
エ
は
、
カ
ッ
ト
さ
れ
た

カ
ラ
フ
ル
な
宝
石
が
ベ
リ
ー
類

や
葉
や
花
に
似
て
い
る
こ
と
を

強
調
す
る
た
め
に
、
そ
の
名
称

を
「
ト
ゥ
テ
ィ
・
フ
ル
ッ
テ
ィ

（
す
べ
て
果
物
）
」
と
改
め
た
。

そ
の
こ
ろ
デ
イ
ジ
ー
は
ス
キ
ャ

ン
ダ
ラ
ス
な
恋
愛
模
様
と
贅
沢

を
き
わ
め
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

で
、
ゴ
シ
ッ
プ
紙
を
に
ぎ
わ
せ

て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
は
こ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
に

つ
い
て
「
い
か
が
わ
し
い
記
憶

と
と
も
に
輝
く
宝
石
」
と
揶
揄

し
た
。
か
た
や
純
粋
に
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
評
価

さ
れ
て
い
た
彼
女
は
社
交
界
の

有
名
人
で
、
１
９
５
１
年
ベ
ネ

チ
ア
で
開
か
れ
た
壮
麗
な
仮
装

舞
踏
会
に
「
ア
フ
リ
カ
の

女
王
」
の
仮
装
を
ほ
ど
こ

し
、
こ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を

身
に
付
け
て
出
席
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
リ
ー
ダ
ー
だ
が
…
付
け

す
ぎ
た
宝
石
の
重
み
で
小

柄
な
体
が
た
わ
ん
で
い
る
」

と
彼
女
に
対
し
て
皮
肉
た

っ
ぷ
り
な
記
事
が
デ
イ
リ
ー
メ

ー
ル
紙
上
に
踊
っ
た
。
ち
な
み

に
こ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
は
、
１
９

９
０
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
に
か
け
ら
れ
、
カ
ル
テ

ィ
エ
が
２
６
５
万
５
１
７
２
ド

ル
と
い
う
記
録
的
な
価
格
で
落

札
し
た
。

津

延

美

衣

（
つ
の
べ
み

え
）
＝
Ｎ
Ｙ

州
立
大
学
Ｆ

Ｉ
Ｔ
卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑

定
士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等

の
知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽

し
く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ

ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼

ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。

美

時

間

代

表

。

ブ

ロ

グ：
http//m

ijikan.blogspot.com
/

カ
ル
テ
ィ
エ
「
ト
ゥ
テ
ィ
・

フ
ル
ッ
テ
ィ(

す
べ
て
の
果
物)

」
２

24

ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
ま
ず
挑
戦

ダンサー

舞台パフォーマー

田中 真夏さん

https://www.yogalifewestchester.com/
https://mijikan.blogspot.com/
https://crsny.org
http://www.easeny.com/
https://www.facebook.com/yukarispayoga/
https://artofhaiku.org/
http://www.idocenter.com
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STUDENT LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
小
島
昇
校
長
）
で
６
日
、

穏
や
か
な
新
春
の
陽
気
の
な
か

３
学
期
始
業
式
が
行
わ
れ
た
。

始
業
式
で
は
、
小
島
校
長
が
、

今
年
の
箱
根
駅
伝
で
新
記
録
誕

生
の
要
因
と
し
て
注
目
を
浴
び

た
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
に
つ

い
て
話
を
し
、
「
一
足
の
シ
ュ

ー
ズ
に
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
先

進
の
技
術
の
高
さ
は
言
う
ま
で

も
な
い
が
、
そ
れ
を
使
用
す
る

選
手
の
相
当
た
る
努
力
あ
っ
て

の
記
録
誕
生
。
皆
さ
ん
の
中
か

ら
も
人
の
役
に
立
つ
よ
う
な
技

術
を
開
発
す
る
人
が
生
ま
れ
て

ほ
し
い
と
願
う
と
と
も
に
、
努

力
を
し
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ

を
ぜ
ひ
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
た
。
次
に
、
児
童

生
徒
代
表
が
３
学
期
の
抱
負
を

述
べ
た
。
５
年
生
の
代
表
児
童

は
「
下
級
生
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
よ
う
な
存
在
に
な
る
こ
と
」

を
目
標
と
し
て
挙
げ
、
そ
の
た

め
に
「
現
６
年
生
の
姿
を
見
て

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。
８
年
生

の
代
表
生
徒
は
「
３
学
期
の
行

事
に
全
力
で
取
り
組
み
、
仲
間

と
共
に
楽
し
む
機
会
に
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

新
年
に
あ
た
り
、
全
校
の
児

童
生
徒
が
自
分
の
目
標
に
向
け

て
気
を
引
き
締
め
て
い
た
。

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w
w
.n
y
s
e
ik
a
ts
u
.c
o
m

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本

人
学
校
（
児
童
生
徒
数
55
人
、

臼
井
治
久
校
長
）
は
８
日
、

全
児
童
生
徒
に
よ
る
書
き
初

め
会
を
行
っ
た
。
１
、
２
年

生
は
筆
ペ
ン
で
自
分
の
頑
張

り
た
い
こ
と
を
書
き
、
３
〜

９
年
生
は
毛
筆
で
新
年
の
抱

負
を
四
字
熟
語
に
込
め
て
書

い
た
。
初
め
て
毛
筆
で
の
書

き
初
め
会
に
参
加
し
た
３
年

生
は
、
自
分
の
背
丈
ほ
ど
あ

る
大
き
な
書
き
初
め
用
紙
を

前
に
、
お
手
本
を
見
な
が
ら

一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い

た
。
子
ど
も
た
ち
が
「
日
進

月
歩
」
「
一
心
不
乱
」
「
初
志

貫
徹
」
「
生
気
溌
剌
」
な
ど
、

出
来
上
が
っ
た
作
品
を
紹
介

す
る
様
子
か
ら
、
こ
の
１
年

に
対
す
る
力
強
い
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
た
。

書
初
め
会

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

３
学
期
始
業
式

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

小
島
校
長
「
努
力
続
け
る
大
切
さ
」
説
く

http://starchildny.com
http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.betteratmath.com
https://www.joes.or.jp/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
http://ze-edu.com
http://asunarokokusai.blogspot.com
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書
の
散
歩
道

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在
住
者

の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募
方
法
＝
作

品
原
物
（
返
却
不
可
）
、
ま
た
は
コ
ピ
ー
を
下
記
宛
に
郵

送
す
る
か
、
デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に

E
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
、

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
（
英
文

表
記
も
）
。
●
応
募
作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週

号
に
て
発
表
。
●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞

一
点
を
選
び
、
賞
品
と
し
て
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
協
賛

に
よ
る
米
国
国
内
航
空
券
が
、
第
二
席
お
よ
び
第
三
席

に
は
広
島
筆
産
業
（
株
）
協
賛
に
よ
る
「
熊
野
筆
」
が

贈
呈
さ
れ
ま
す
。
＊
掲
載
作
品
の
学
年
は
応
募
時
の
も

の
で
す
。

■郵送先：

NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI

71 W. 47th St. #307 New York, NY10036

■Eメール：nyseikatsu.syuji@gmail.com

日
本
ク
ラ
ブ
子
供
書
写

小
山
書
道
教
室
高
２

松
代
　
麗
奈

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
５

景
山
　
翔
太

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
補
習
授
業
校
中
２

葛
原
　
琴
音

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
２

野
田
　
み
お
り

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
小
山
書
道
教
室
小
４

石
田
　
咲
菜

協
賛

広島筆産業株式会社

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
院
京
書
道
会

坂
口
　
寿
恵

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
全
日
制
幼
児
ク
ラ
ス
（
高
松

さ
な
え
校
長
）
は
７
日
、
３
学

期
の
始
業
式
を
実
施
し
た
。

式
は
子
ど
も
た
ち
の
「
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
い
う
威
勢
の
い
い
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、
校
長
か
ら
神
社

の
参
拝
作
法
で
あ
る
「
二
礼
二

拍
手
一
礼
」
を
習
い
、
校
長
を

見
な
が
ら
二
礼
二
拍
手
一
礼
を

真
剣
な
面
持
ち
で
ま
ね
て
い

た
。
続
い
て
先
生
か
ら
、
注
連

縄
、
門
松
、
鏡
餅
な
ど
の
由
来

と
、
こ
ま
回
し
、
け
ん
玉
、
羽

根
つ
き
な
ど
、
伝
統
的
な
日
本

の
正
月
遊
び
が
紹
介
さ
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
静
止
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
回
っ
て
い
る
コ

マ
を
息
を
の
ん
で
見
守
り
、
ま

た
、
け
ん
玉
で
技
が
成
功
す
る

と
拍
手
を
し
て
喜
ん
だ
。
最
後

は
今
年
度
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「
歌
は
友
達
」
を
歌
っ
て
式
を

終
了
。
ど
の
子
ど
も
も
、
新
年

の
門
出
を
祝
う
と
共
に
、
ご
機

嫌
な
新
学
期
を
ス
タ
ー
ト
で
き

た
よ
う
だ
。

■
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
校

全
員
が
交
代
で
餅
を
つ
く

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
久
我
正
次
郎
校
長
）
の

幼
児
部
は
12
月
21
日
、
「
も
ち

つ
き
」
を
行
っ
た
。
初
め
に
お

正
月
や
餅
つ
き
の
由
来
、
餅
つ

き
の
仕
方
に
つ
い
て
説
明
を
聞

い
た
後
、
実
際
に
杵
を
持
っ
て

全
員
が
交
代
で
餅
を
つ
い
た
。

子
供
達
は
、
真
剣
な
顔
を
し
て

一
生
懸
命
に
つ
い
て
い
た
。
ま

た
、
周
り
の
子
供
達
は
「
よ
い

し
ょ
！

よ
い
し
ょ
！
」
と
か

け
声
を
掛
け
て
応
援
し
た
。
全

員
が
つ
き
終
わ
る
頃
に
は
し
っ

か
り
と
粘
り
が
出
て
き
て
、
お

い
し
そ
う
な
お
も
ち
が
で
き
あ

が
っ
た
。
早
速
、
砂
糖
醤
油
を

絡
ま
せ
て
試
食
を
し
た
。
自
分

達
で
つ
い
た
お
も
ち
の
味
は
格

別
な
よ
う
で
、
あ
っ
と
い
う
間

に
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
試
食
後
、

２
０
２
０
年
が
よ
り
良
い
年
に

な
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
、

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」
の

挨
拶
で
餅
つ
き
を
終
了
し
た
。

■
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
全
日
制
部
門

元
気
な
声
で
会
場
盛
り
上
が
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長
）
は
７
日
と
８
日
の
両
日
、

新
春
恒
例
の
餅
つ
き
大
会
を
幼

児
部
・
小
学
部
そ
れ
ぞ
れ
で
行

っ
た
。
会
場
は
子
ど
も
達
の
元

気
な
声
で
盛
り
上
が
っ
た
。

小
学
部
は
高
学
年
の
児
童
が

司
会
進
行
、
会
場
設
営
、
餅
つ

き
の
補
助
や
き
な
粉
、
砂
糖
醤

油
な
ど
の
味
付
け
準
備
を
行
っ

た
。
教
師
に
よ
る
獅
子
舞
、
餅

つ
き
の
由
来
の
話
や
高
速
餅
つ

き
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
終
了
後
、
子
ど
も
達
は
さ
っ

そ
く
重
い
杵
を
持
っ
て
餅
つ
き

に
挑
戦
し
た
＝
写
真
上
＝
。

■
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
補
習
校

全
校
生
徒
が
餅
つ
き
体
験

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ

ア
州
、
工
藤
英
治
校
長
）
は
４

日
、
恒
例
の
餅
つ
き
大
会
を
行

っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
工
藤
校

長
ら
に
よ
る
「
餅
講
話
」
を
聞

い
た
後
、
ひ
と
り
ず
つ
杵
を
振

り
下
ろ
し
て
餅
つ
き
に
挑
戦

し
、
つ
き
た
て
の
餅
を
試
食
し

た
。
幼
稚
部
か
ら
高
等
部
、
ア

ダ
ル
ト
コ
ー
ス
、
継
承
日
本
語

コ
ー
ス
も
含
め
た
お
よ
そ
３
０

０
人
の
生
徒
と
全
教
員
が
参
加

す
る
こ
の
行
事
は
、
新
年
最
初

の
授
業
日
に
日
本
文
化
に
触
れ

る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
は
「
も
っ
と
お

餅
が
食
べ
た
い
」
「
上
手
に
突

け
な
か
っ
た
の
で
、
ま
た
来
年

は
頑
張
り
た
い
」
な
ど
と
話
し
、

楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ

て
き
た
。

元
気
に
新
年

お
餅
つ
き
！

NJ補習授業校幼児部の餅つき

フィラデルフィア日本語補習授業校

リセ・ケネディ日本人学校

全日制幼児部クラス

３学期始業式を実施

https://japaneseschool.org
http://www.kodomony.org
http://www.masako-inkyo.com/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

●

幼
児
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

●

小
学
三
年
・
四
年
の
部

●

小
学
五
年
・
六
年
の
部

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
、
学
習
塾
ピ
ー
ク

●

中
学
の
部

Ｎ
Ｙ
土
筆
の
会

●

高
校
・
一
般
の
部

次
回
第
37
回
春
季
課
題
の
発
表
は

２
月
８
日
号
の
予
定
で
す
。

●

小
学
一
年
・
二
年
の
部

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
園

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
36
回
冬
期
課
題
、
第
２
次
締
め
切
り

ま
で
に
送
ら
れ
た
選
考
作
品
19
点
を
発
表
し
ま
す
。

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の
な
か
か
ら
、
年
度
末
に
年
間

最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選
出
し
、
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
間

を
通
し
て
作
品
の
応
募
数
が
一
番
多
か
っ
た
団
体
に
は
、
特
別
団

体
賞
と
し
て
応
募
人
数
分
の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し
ま
す
。

課

題

の

見

本

と

規

定

用

紙

は

、

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.nyseikatsu.com

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
応

募
要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
イ
ー
ン
ズ
区
レ
ゴ
パ
ー
ク
、
み
ら
い
塾

小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

第
36
回
冬
期
課
題

選
考
作
品
発
表
（
２
）

協
賛：

米
国
ゼ
ブ
ラ
社

オ
レ
ゴ
ン
州
ユ
ー
ジ
ン
、
友
人
学
園

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ラ
イ
、
オ
ズ
ボ
ー
ン
小
学
校

■■■

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

学
習
塾
セ
ナ
Ｎ
Ｙ

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

小
山
書
道
教
室

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

■
■

■

https://www.zebrapen.com/
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ア
メ
リ
カ
に
来
て
か
ら
約
二

年
半
が
経
ち
ま
し
た
。 

　
日
本
を
は
な
れ
る
時
に
友
達

が
、
「
い
つ
ま
で
も
私
の
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
ね
。
」
と
か
、

「
元
気
で
ね
。
」
な
ど
の
別
れ

の
言
葉
を
く
れ
た
り
、
お
別
れ

パ
ー
テ
ィ
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
日
本
の
み
ん
な
と
会
え
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
、
も
し
か
し
た
ら

も
う
一
生
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
て

こ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
こ

と
は
、
も
っ
と
悲
し
く
思
え
ま

す
。
し
か
し
そ
の
二
年
半
に

は
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
思
い

出
が
つ
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ア
メ
リ
カ
に
来
て
す
ぐ
の
時

は
、
全
然
英
語
が
話
せ
ず
、
今

と
な
っ
て
は
ど
う
や
っ
て
生
き

て
い
た
の
か
と
思
う
ぐ
ら
い
で

す
。
サ
バ
イ
バ
ル
・
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
と
い
う
本
を
持
ち
歩
い

て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
に
も
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
ラ
ン
チ
で
は
、
「
日
本
の
お

弁
当
⁈
」
や
「
う
え
…
そ
れ
何

だ
よ
。
」
と
か
、
か
ら
か
う
人

も
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
な
ん

と
言
っ
て
い
る
か
よ
く
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
私
の
英

語
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ

る
友
達
に
助
け
ら
れ
て
、
一
緒

に
遊
び
つ
つ
、
英
語
が
う
ま
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て

今
で
は
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で

き
、
英
語
に
つ
い
て
は
不
自
由

が
全
然
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
の
他
、
ア
メ
リ
カ
で
の
き

ち
ょ
う
な
経
験
は
、
た
く
さ
ん

旅
行
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。
ア

メ
リ
カ
は
と
て
も
広
く
て
、

色
々
な
地
域
に
行
っ
て
、
テ
ネ

シ
ー
と
の
ち
が
い
を
感
じ
る
の

が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
中

で
も
、
フ
ロ
リ
ダ
・
オ
ー
ラ
ン

ド
が
一
番
印
象
的
で
し
た
。
な

ぜ
な
ら
そ
の
時
は
、
夢
だ
っ
た

ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
行

け
た
か
ら
で
す
。
日
本
と
ア
メ

リ
カ
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
は
ち
が
う

所
が
多
く
、
信
じ
ら
れ
な
い
く

ら
い
た
く
さ
ん
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
が
あ
り
、
お
ど
ろ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
世
界
中
の

す
て
き
な
風
景
の
中
を
飛
ん
で

い
く
リ
ア
リ
ン
と
い
う
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
一
番
感
動
的
で
し

た
。 

　
ア
メ
リ
カ
で
作
っ
た
楽
し
い

思
い
出
を
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

大
好
き
だ
よ
、
ア
メ
リ
カ
。 

　
　
　
（
滞
米
２
年
４
か
月
）
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「
マ
ナ
ー
と
は
な
ん
だ
ろ
う

か
？
」 

　
僕
が
こ
の
疑
問
を
思
い
つ
い

た
の
は
、
高
校
で
の
授
業
中
、

各
国
の
マ
ナ
ー
の
違
い
に
つ
い

て
の
話
が
で
た
か
ら
で
す
。 

　
皆
さ
ん
は
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

考
え
た
事
が
あ
り
ま
す
か
？
例

え
ば
日
本
の
マ
ナ
ー
と
い
う

と
、
電
車
の
中
で
は
通
話
を
し

な
い
、
食
事
の
際
に
は
「
い
た

だ
き
ま
す
」
と
、
「
ご
ち
そ
う

さ
ま
」
を
言
う
、
授
業
中
に
飲

み
物
を
飲
ま
な
い
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
は
電

車
の
中
で
も
、
電
話
で
話
を
し

て
い
る
人
が
い
ま
す
し
、
「
い

た
だ
き
ま
す
」
や
「
ご
ち
そ
う

さ
ま
」
を
言
っ
た
り
も
し
ま
せ

ん
。 

　
僕
が
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
の

時
、
昼
ご
は
ん
を
食
べ
る
前
に

「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
手
を
合

わ
せ
て
言
っ
た
ら
、
「
何
し
て

る
の
？
」
と
聞
か
れ
た
事
が
あ

り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
学
校
で

は
、
授
業
中
に
飲
み
物
を
飲
ん

だ
り
、
ス
ナ
ッ
ク
を
食
べ
た
り

も
し
ま
す
。 

ラ
ン
チ
の
前
の
授
業
で
、
「
お

腹
が
空
い
た
な
ぁ
」
と
つ
ぶ
や

く
と
、
友
達
に
「
ス
ナ
ッ
ク
食

べ
る
？
」
と
聞
か
れ
た
事
も
あ

り
ま
す
。 

　
こ
う
い
っ
た
事
は
日
本
人
と 

ア
メ
リ
カ
人
の
間
に 

あ
る
「
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
考

え
方
の
違
い
」
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
日
本

の
マ
ナ
ー
が
正
し
い
、
ア
メ
リ

カ
の
マ
ナ
ー
が
正
し
い
と
単
純

に
決
め
る
訳
に
は
い
き
ま
せ

ん
。 

　
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
す
れ
ば
、

「
な
ん
で
喉
が
渇
い
た
の
に
飲

み
物
を
飲
ん
だ
り
し
て
は
い
け

な
い
の
？
」
と
い
う
考
え
方
が

あ
り
ま
す
し
、
「
電
話
が
か
か

っ
て
き
た
の
に
、
電
車
に
乗
っ

て
い
る
と
出
て
は
い
け
な
い
の

か
？
」
「
小
腹
が
す
い
た
の

に
、
ス
ナ
ッ
ク
を
食
べ
て
は
い

け
な
い
の
？
」
と
言
う
考
え
が

あ
り
ま
す
。 

　
日
本
人
か
ら
す
る
と
、
授
業

中
に
飲
み
物
を
飲
ん
だ
り
し
て

は
、
話
し
て
い
る
人
に
対
し
て

失
礼
、
電
車
の
中
で
通
話
を
す

る
と
う
る
さ
い
、
ス
ナ
ッ
ク
な

ど
を
授
業
中
に
食
べ
る
の
も
、

先
生
や
話
し
て
い
る
人
に
失
礼

に
当
た
る
、
と
言
う
考
え
が
あ

り
ま
す
。 

　
で
す
か
ら
、
ど
ち
ら
か
が
正

し
い
と
言
う
事
は
無
い
、
じ
ゃ

あ
ど
ち
ら
の
マ
ナ
ー
を
守
れ
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
僕
の
場

合
は
日
本
的
な
マ
ナ
ー
が
70
パ

ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
、
ア
メ
リ
カ

的
な
マ
ナ
ー
30
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ

ら
い
の
割
合
で
使
っ
て
い
る

と
、
「
良
い
人
」
だ
と
言
わ
れ

ま
す
。 

　
基
本
的
に
、
僕
は
そ
の
国
で

は
、
そ
の
国
の
マ
ナ
ー
を
使
う

の
が
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
た

と
え
、
そ
の
マ
ナ
ー
が
違
っ
て

い
て
も
、
厳
し
く
指
摘
す
る
の

で
は
な
く
、
「
こ
の
国
で
は
こ

う
だ
よ
」
と
教
え
て
あ
げ
る
事

が
良
い
の
で
は
無
い
で
し
ょ
う

か
。 

　
そ
の
こ
と
が
、
「
本
当
の
マ

ナ
ー
」
な
の
で
は
無
い
で
し
ょ

う
か
。
皆
さ
ん
は
、
ど
う
思
い

ま
す
か
。
ど
ち
ら
の
国
の
マ
ナ

ー
を
使
っ
て
い
れ
ば
良
い
で
し

ょ
う
か
。
少
し
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。 

　
僕
た
ち
は
両
方
の
国
の
マ
ナ

ー
を
知
っ
て
い
る
と
思
う
の

で
、
両
方
を
使
い
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
に
な
れ
る
と
思
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
両
方
の
マ

ナ
ー
を
正
し
く
使
っ
て
、
相
手

に
良
い
印
象
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。 

　
　
　
（
滞
米
１
年
11
か
月
）

「
マ
ナ
ー
と
は
？
」 

　
　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
琢
磨 

「
大
好
き
だ
よ
、
ア
メ
リ
カ
」 

　
　
　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
澤
　
希
実 

　
ぼ
く
が
二
学
き
に
が
ん
ば
っ

た
こ
と
は
、
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
え
い
ご
で
す
。
ス

ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
は
じ
め
、
だ
い
本
を
見
な

い
と
れ
ん
し
ゅ
う
が
で
き
な
く

て
、
こ
え
も
う
ご
き
も
大
き
く

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ

ど
、
ま
い
日
、
れ
ん
し
ゅ
う
を

が
ん
ば
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

だ
ん
だ
ん
う
ま
く
な
っ
て
き

て
、
だ
い
本
を
見
な
く
て
も
せ

り
ふ
を
い
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
う
ご
き
も
こ
え
も
大
き

く
な
っ
て
き
て
、
さ
い
し
ょ
か

ら
さ
い
ご
ま
で
ぜ
ん
ぶ
お
ぼ
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
す
ご

く
じ
ょ
う
ず
に
え
ん
ぎ
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
せ
り
ふ
の
い
い
か
た
も
く
ふ

う
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
 

　
本
ば
ん
で
は
、
ず
っ
と
や
っ

て
き
た
れ
ん
し
ゅ
う
の
せ
い
か

を
出
し
き
ろ
う
と
お
も
っ
て
、

こ
え
の
大
き
さ
も
う
ご
き
も
ぜ

ん
ぶ
よ
く
し
て
、
せ
い
か
を
出

し
き
り
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
も
は

っ
き
り
う
ご
く
よ
う
に
し
て
、

大
せ
い
こ
う
さ
せ
ま
し
た
。
す

ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
 

　
え
い
ご
は
、
さ
い
し
ょ
は
、

字
も
、
文
も
か
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
ハ
ン
ト
レ
ー
せ
ん

せ
い
の
ま
ね
を
し
て
え
い
ご
を

は
な
し
た
り
、
こ
く
ば
ん
を
見

て
、
ス
ペ
ル
に
き
を
つ
け
て
か

い
た
り
し
て
い
た
ら
、
だ
ん
だ

ん
え
い
ご
が
わ
か
っ
て
き
て
、

人
と
え
い
ご
で
は
な
す
の
も
、

も
ん
だ
い
を
と
く
の
も
、
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
せ
ん

せ
い
の
い
っ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
、
文

も
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
、
え
い
ご
を
が

ん
ば
っ
て
、
テ
ス
ト
の
と
き

は
、
か
な
ら
ず
百
て
ん
を
と
り

た
い
で
す
。
三
学
き
も
、
え
い

ご
を
が
ん
ば
っ
て
、
え
い
ご
が

も
っ
と
と
く
い
に
な
り
た
い
な

と
お
も
い
ま
し
た
。
 

　
　
　
（
滞
米
１
年
５
か
月
）
 

       　
 　
⬜
　
　
⬜
　
　
⬜
 

（記載学年は応募時のものです）

■児童生徒作文のページ■

「はっぴょうを 
　　がんばったぼく」 
　　　　　　ニューヨーク日本人学校小１　 
　　　　　　　　　　　　　　　小林　けい 

「さかなつり」 
　　　　　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小1　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　尾田　智哉 

　
な
つ
や
す
み
に
な
が
さ
き

で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ね
え

ち
ゃ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
と
ぼ
く

で
、
さ
か
な
つ
り
に
い
き
ま
し

た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
え
さ

を
カ
ゴ
に
入
れ
て
く
れ
ま
し

た
。
え
さ
を
う
み
の
な
か
に
い

れ
て
、
し
ず
か
に
さ
か
な
を
ま

ち
ま
し
た
。
と
な
り
に
い
た
、

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
は

た
く
さ
ん
つ
っ
て
い
た
け
ど
、

ぼ
く
の
と
こ
ろ
に
さ
か
な
は
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
け
っ
き
ょ

く
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
三
び
き

つ
れ
た
け
ど
、
ぼ
く
は
つ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
か
な
し
か
っ
た

で
す
。
ら
い
ね
ん
は
つ
れ
る
と

い
い
な
と
お
も
い
ま
し
た
。
 

　
　
　
（
滞
米
３
年
３
か
月
）
 

https://sundai-osn.jp
http://www.newjersryjapaneseschool.org
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VOICES From

Rats Going Viral: 
A Decade in Review 

by Ashley Matarama

2020 is the Year of the Rat in
the animal zodiac. As the new
year begins, I thought it would be
interesting to look back at two
times in the last decade where rats
went viral in the States as well as
in Japan.

The first incident takes us back
to 2015, when a video was taken
of a rat in the N.Y. subway drag-
ging a slice of pizza down the
stairs. This viral sensation became
known as “Pizza Rat” and got
millions of views worldwide. The
iconic New York-style pizza slice
got its fifteen minutes of fame
along with the city’s hungry little
rodent resident.

The second incident happened
towards the end of the decade in
Tokyo. In 2019, convenience
store chain Familymart got into
trouble when one of its stores in
the Tokyo district of Shibuya was
filmed with rats moving about the
aisles and eating various food
items. The rat infested chain
promptly got shut down.

Whether you find rats endear-
ing or are creeped out by them,
you can’t argue with the fact that
they are quite cunning. Thanks to
that cunningness, the rat was the
first to arrive at the Emperor’s
banquet according to the zodiac
myth. They get themselves around
and often garner fame, to our sur-
prise or to our dismay. Perhaps
rats will go viral again, but hope-
fully not in a bubonic plague kind
of way! 

https://www.yomiuri-info.jp/daily_yomiuri/nys/

to sell SAMURAI JACKET SUIT more
and do the rental business as he wants to
introduce a good quality of Japanese
products. Murai said,“I want profession-
al people all over the world to wear our
suit and hope that will boost the motiva-
tion by wearing it. Business suit is like
men’s battle uniform. I hope people can
feel the wish and will. Chosen people
feels the value to the will.”

Samurai Suit/Jacket is a custom-
made suit attached with Japanese classic

designs to lining, based on modern-
England traditional style. Wagara,
Japanese classic designs, each have-
meaning and concept such as “will”,
“happiness”, “progress/development”,
etc. It is said in the old history books
that having luxury things were prohibit-
ed by Tokugawa Shogunate. So people
wanted to express their personality
through the lining in Edo period. Murai
said, “I want to use this method in this
era. I want to make people feel free to
express the personality and will by
wearing the only one custom-made
suit.”
(Ryoichi Miura/ Translated by Chikako
Iwasaki)

He was born in Asakusabashi,
Tokyo in 1966. He is a 3rd genera-
tion tailor and has been watching
his grandfather and father sewing
since he was a child. Graduated
from fashion school at the age of
20 and designed a body by work-
ing as a fitness instructor at the
sports club until the age of 24, aim-

ing for the collaboration of fashion
and fitness. He started selling a
Samurai Suit/Jacket at the WAZA
SHOP in Soho, New York, in
February 2017. This year, he wants

A relief party and a place to show respect to elders for the Japanese American
Association of New York (Chairman Suzan Onuma) was held on December 30th
at Sakagura Midtown with about 25 volunteers in the association. This event is
held annually by Shuho Yagi, the owner of the Sakagura Midtown and CEO of the
TIC group. The volunteers were served cold soba and hot soba with tempura. Yagi
was gifted a bouquet of flowers and thank you words from Onuma and Director
Michiyo Noda. Yagi just received a Medal of Honor with gold and silver rays in
Tokyo. “I will continue to build a healthy society for both Japanese and American
without forgetting how thankful I am to everybody,” said Yagi.

(Ryoichi Miura/Translated by Kanta Hakamata)

Business Suits Are Like Men’s Battle Uniform

Samurai Suit/Jacket

Designed by Kazutoshi Murai

Enjoy Toshikoshi Soba
Sakagura’s Gift to JAA Volunteers

You can read the whole layout of the newspaper

on the website!

www.nyseikatsu.com

And the back numbers, too!!

New York Seikatsu Press, Inc.

https://artofhaiku.org/
http://www.anything.ne.jp/newyork/
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ル
イ
ー
ザ
・
メ
イ
・
オ
ル
コ

ッ
ト
の
名
作
「
若
草
物
語
」
を

女
優
・
脚
本
家
・
監
督
の
グ
レ

タ
・
ガ
ー
ウ
ィ
グ
が

映
画
化
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
根
幹
を
残
し
な

が
ら
も
現
代
的
か
つ
新
鮮
な
タ

ッ
チ
で
描
く
。

約
１
５
０
年
前
に
発
表
さ
れ

た
「
若
草
物
語
」
は
１
９
１
７

年
の
サ
イ
レ
ン
ト
・
フ
ィ
ル
ム

を
含
め
、
過
去
に
７
回
映
画
化

さ
れ
て
お
り
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・

ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
が
ジ
ョ
ー
に
扮

し
た
１
９
３
３
年
作
品
、
エ
リ

ザ
ベ
ス
・
テ
イ
ラ
ー
が
エ
イ
ミ

ー
に
扮
し
た
１
９
４
９
年
作
品

な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

物
語
の
本
筋
は
誰
で
も
知
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
映
画
化
さ

れ
た
時
代
の
匂
い
が
伝
わ
っ
て

く
る
の
が
魅
力
の
一
つ
だ
。

ガ
ー
ウ
ィ
グ
は
姉
妹
の
自
我

と
独
立
心
、
家
族
へ
の
愛
情
な

ど
心
の
動
き
を
ま
っ
す
ぐ
に
映

し
出
す
こ
と
で
全
編
に
明
る
さ

が
漂
う
演
出
を
し
て
い
る
。

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
人
気
、

実
力
面
で
申
し
分
の
な
い
布
陣

だ
。
や
や
保
守
的
な
長
女
メ
グ

に
は
少
女
時
代
に
ハ
リ
ー
ポ
ッ

タ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
を
経
て
「
美

女
と
野
獣
」
（
２
０
１
７
年
）

な
ど
ト
ッ
プ
女
優
の
仲
間
入
り

を
し
た
エ
マ
・
ワ
ト
ソ
ン
。
男

勝
り
で
作
家
志
望
の
ジ
ョ
ー
に

「
レ
デ
ィ
・
バ
ー
ド
」
を
含
め

３
回
の
ア
カ
デ
ミ
ー
候
補
に
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
シ
ア
ー

シ
ャ
・
ロ
ー
ナ
ン
。

ガ
ー
ウ
ィ
グ
が
こ
の
物
語
に

「
今
の
時
代
」
を
取
り
込
む
と

す
れ
ば
ジ
ョ
ー
の
独
立
心
の
強

さ
と
フ
リ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ツ
だ
ろ

う
。
そ
の
期
待
に
応
え
て
ロ
ー

ナ
ン
は
躍
動
的
で
の
び
の
び
と

し
た
演
技
を
見
せ
る
。

マ
ー
チ
家
の
母
親
に
は
ロ
ー

ラ
・
ダ
ー
ン
、
裕
福
な
大
伯
母

に
メ
リ
ル
・
ス
ト
リ
ー
プ
。
ス

ト
リ
ー
プ
は
脇
な
が
ら
相
変
わ

ら
ず
存
在
感
た
っ
ぷ
り
で
笑
い

を
巻
き
起
こ
す
。

物
語
は
ジ
ョ
ー
が
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
出
版
社
に
原
稿
を
持
ち

込
み
、
採
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
る
が
、
す
ぐ
に
姉
妹
が

ま
だ
10
代
半
ば
だ
っ
た
頃
に
戻

り
、
様
々
な
出
来
事
を
通
じ
て

彼
女
ら
が
少
し
ず
つ
成
長
し
て

い
く
様
子
が
描
か
れ
る
。
時
代

が
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
一
方

で
姉
妹
の
衣
装
や
ル
ッ
ク
ス
が

そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
た
め
、

紛
ら
わ
し
い
部
分
が
あ
る
が
物

語
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
に
と

っ
て
は
逆
に
一
種
の
リ
ズ
ム
効

果
が
出
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

２
時
間
15
分
。
Ｐ
Ｇ
。
　
　
　
　
　
　
　

（
明
）

自
我
と
思
い
や
り

動
画
予
告
編
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■

AMC Empire 25
234 West 42nd St.

AMC Loews 34th Street 14
312 W. 34th St.

AMC Lincoln Square 13
1998 Broadway

Little Women

戦地に行った父親の帰りを待つマーチ家の姉妹

Photo :W
ilson W

ebb/Colum
bia Pictures

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
近
く
の

日
本
ク
ラ
ブ
７
階
に
あ
る
「
日

本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
は
日
本
の

伝
統
芸
術
・
工
芸
、
骨
董
美
術

か
ら
現
代
美
術
ま
で
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
の
展
覧
会
を
開
催
し
て

お
り
、
日
本
ク
ラ
ブ
に
よ
る
企

画
展
を
年
２
回
開
催
し
て
い

る
。
昨
年
の
「
笠
間
焼
」
や

「
日
本
画
と
天
然
岩
絵
具
展
」

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
企
画
展
は

主
に
伝
統
芸
術
が
多
か
っ
た

が
、
今
月
23
日
に
開
幕
す
る

「
田
島
享
央
己
木
彫
展
〜
花
も

嵐
も
お
彫
刻
」
は
タ
イ
ト
ル
か

ら
し
て
過
去
の
展
覧
会
と
は
一

線
を
画
す
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
に

な
り
そ
う
だ
。

田
島
享
央
己
（
た
じ
ま
た
か

お
き
）
氏
は
仏
師
の
流
れ
を
汲

む
彫
刻
一
家
の
五
代
目
に
生
ま

れ
た
。
祖
父
に
当
た
る
田
島
亀

彦
は
仏
師
の
技
術
に
近
代
彫
刻

の
技
法
思
想
を
加
え
、
大
正
期

の
彫
刻
界
で
活
躍
。
父
の
義
朗

も
や
は
り
彫
刻
家
と
な
り
、
亀

彦
の
晩
年
の
作
品
の
多
く
は
義

朗
が
制
作
し
た
と
い
う
。
そ
ん

な
祖
父
と
父
を
持
ち
、
田
島
家

五
代
目
の
彫
刻
家
と
な
っ
た
享

央
己
氏
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
葛

藤
は
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た

だ
ろ
う
か
。
愛
知
県
立
芸
術
大

学
美
術
学
部
彫
刻
科
卒
業
後
、

彫
刻
家
と
な
っ
た
も
の
の
売
れ

な
い
時
代
が
長
く
続
い
た
。
当

時
の
こ
と
を
田
島
氏
は
「
極
貧

で
し
た
が
そ
れ
は
そ
れ
で
楽
し

か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
彼
の

作
品
は
等
身
大
の
少
女
像
な
ど

具
象
作
品
と
、
手
の
ひ
ら
に
乗

る
大
き
さ
の
動
物
や
食
べ
物
な

ど
（
田
島
氏
曰
く
「
ア
チ
ャ
ラ

カ
」
）
の
二
刀
流
で
、
「
え
？

こ
れ
同
じ
人
が
彫
っ
た
の
？
」

と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
全

く
異
な
る
作
風
を
持
つ
。
こ
の

「
ア
チ
ャ
ラ
カ
作
品
」
が
日
本

で
大
当
た
り
。
「
ま
ん
じ
ゅ
う

を
割
る
ネ
ズ
ミ
」
を
は
じ
め
、

猫
、
ブ
タ
、
リ
ス
、
カ
ッ
パ
、

タ
コ
に
神
様
、
い
ず
れ
も
無
邪

気
な
可
愛
ら
し
さ
だ
っ
た
り
小

憎
ら
し
さ
だ
っ
た
り
、
独
特
の

存
在
感
で
見
た
人
を
魅
了
す

る
。
一
昨
年
日
本
橋
三
越
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
催
し
た
個
展
で

は
、
日
本
橋
三
越
史
上
初
め
て

出
展
作
品
全
品
完
売
の
快
挙
を

成
し
遂
げ
、
昨
年
２
月
に
は
初

の
著
書
「
シ
ド
ロ
モ
ド
ロ
工
作

所
の
は
じ
め
て
の
お
彫
刻
教

室
」
を
出
版
し
、
す
ぐ
に
重
版

と
な
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
だ
。

現
代
日
本
彫
刻
界
に
お
け
る

新
進
気
鋭
作
家
の
田
島
氏
、
実

は
こ
れ
ま
で
一
度
も
海
外
に
出

た
こ
と
が
な
い
。
今
回
個
展
の

た
め
に
来
米
す
る
の
が
生
ま
れ

て
初
め
て
の
海
外
旅
行
だ
そ
う

だ
。
「
箱
根
よ
り
先
は
縄
張
り

で
は
な
い
の
で
、
色
々
気
を
付

け
よ
う
と
思
い
ま
す
」
と
田
島

氏
。
展
覧
会
で
は
「
ア
チ
ャ
ラ

カ
作
品
」
50
点
を
中
心
に
田
島

流
意
味
不
明
な
直
筆
色
紙
や
極

貧
時
代
に
描
い
た
油
絵
な
ど
も

展
示
予
定
。
25
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
は
田
島
氏
に
よ

る
彫
刻
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
、
ち
く
わ
を
彫
る
。
な
ぜ
ち

く
わ
な
の
か
は
本
人
に
確
認
の

こ
と
。
会
期
は
２
月
５
日
（
水
）

ま
で
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.n
ippon

clu
b.org

を

参
照
。

25日には作家・田島がワークショップ

「
花
も
嵐
も
お
彫
刻
」
展
開
幕

日
本
ク
ラ
ブ
７
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

とても便利な

週刊ＮＹ生活デジタル版

・ウェブ版をご活用下さい！

紙面をまるごと読める機能はもちろん、

PCやスマホ、タブレットから、広告リンク

の活用や、バックナンバー閲覧が

可能で、大変便利です！

独自コンテンツ充実のウェブ版も

是非ご利用下さい！！

www.nyseikatsu.com

http://www.yamagatadental.com
http://www.yamagatadental.com
http://www.ojfd.com
https://drahnent.com/
https://www.sonypictures.com/movies/littlewomen
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EVENT
■ニューヨーク・ブロードウエー・ウ
ィーク＝21日〜2月9日まで　各劇場、
またはウェブサイトにて購入する　ブ
ロードウエーミュージカルのチケット
が1枚の値段で2枚購入できる恒例のプ
ロモーションイベント。シカゴやオペ
ラ座の怪人、ウィキッドなど人気ミュ
ージカルの名前がずらりと並ぶ。
詳細は.nycgo.com
■冬のレストラン・ウィーク2020＝21
日〜2月9日まで（市内のレストラン約
250店)　有名レストランの食事がラン
チ＄26、ディナー$42（いずれもプリフ
ィックス3コース、飲み物、税&サービ
ス料は別途）で楽しめる。
詳細はwww.nycvisit.com
■ニューヨーク・マスト・シー・ウィ
ーク＝21日〜2月10日まで　市内各所に
あるさまざまなアトラクション、美術
館や博物館、ツアー、パフォーミング
アートの参加費や入場料が１枚の値段
で２枚購入できる。ビッグアップルサ
ーカス、ブロンクス動物園、カーネギ

ーホールツアー、ＮＹシティバレエや
ＮＹフィルなど、全69種類。
詳細はnycgo.com
■第17回ホリデー・トレイン・ショ
ー＝23日まで　NY Transit Museum
Gal lery Annex and Store at Grand
Central 入場無料　グランドセントラ
ル駅構内で、ニューヨークの街と列車
をミニチュア化したトレインショー。
精密に製作された各名所が一目でわか
る、大人も楽しめる展示。
詳細はwww.nycgo.com/
■2020年冬のアンティークショー＝2
月2日まで　Park Avenue Armory (643
Park Ave) Tel:212-616-3930　入場料：
＄30　今年で63回目を数える全米で有
数のアンティークショー。美術品や家
具、クラフトやジュエリーの関係者が
一堂に介して展示販売する。
詳細はwww.winterantiquesshow.com
■アイススケート・リンク＝冬季期間

中開催 住所、連絡先、料金は施設によ
って異なる　☆World’s Fair Ice
Skating Rink（Flushing Meadows
Corona Park, Queens）Tel: 718-
271-1996 ☆Rink at Rockefeller
Center（50th St. off 5th Ave) Tel:
212-664-3700 www.rockefeller-
center.com ☆ Wol lman Rink

（Central Park on 63rd St）Tel:
212-439-6900　☆Lasker Rink,
Central Park（107th St）Tel: 212-
534-7639　☆Staten Island War
Memorial Ice Skating Rink（Victory
Blvd.,Staten Island）Tel: 718-720-1010
☆Kat Wollman Rink（East Dr, Prospect
Park, Brooklyn) Tel: 718-282-7789 　
4リンク共通www.nycgovparks.org

MUSIC
■ブルーノート＝30日まで　20:00、
22:30　料金はアーティストによって異
な る 　 Blue Note（ 131 W. 3rd St）
Tel:212-475-8592　出演：〜19日マチェ
オ・パーカー／21日〜26日ディジー・
ギレスビー・オールスターズ／28日〜
30日アントニオ・サンチェス・アン
ド・マイグレーションズ
詳細はwww.bluenote.net/
■2019年〜2020年カーネギーホール・
コンサート＝31日まで　時間、料金は
ア ー テ ィ ス ト に よ っ て 異 な る
Carnegie Hall (881 7th Ave) Tel:212-
247-7800　クラシック音楽、オペラ、
リサイタルからポピュラーな軽音楽や
ジャズまで多彩な音楽を紹介する。出
演: 26日USA・ジャパン・グッドウィ
ル・コンサート／27日カーチャ・グリ
ネーワ／28日ニューヨーク・ストリン
グ・オーケストラ／30日アンヌ・ゾフ
ィー・ムッターほか／31日アメリカ
ン・シンフォニー・オーケストラ
詳細はwww.carnegiehall.org/
■メトロポリタン・オペラ2019-2020
シーズン＝5月9日まで　公演は日曜を
除く毎日、時間は曜日や公演によって
異なる　Metropol itan Opera House
(Lincoln Center)  Tel:212-362-6000 料
金：＄30〜＄480　新演出作品は「ポー
ギーとベス」「アクナーテン」、「ボッツ
ェック」、「アグリッピーナ」、「さまよ
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快
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が

特
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で
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日
本
で
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楽
ブ

ー
ム
幕
開
け
を
予
感
さ
せ
た
。

えるオランダ人」の5作品。レパートリ
ーは「マクベス」、「椿姫」、「トスカ」、

「ラ・ボエーム」など。オペラ初心者か
らオペラ通まで楽しめるラインナップ。
詳細はwww.metopera.org

DANCE&THEATER
■ビッグアップル・サーカス公演＝2月
21日まで　時間は曜日によって異なる
Damrosch Park (62nd St bet Columbus &
Amsterdam Ave) Tel:212-257-2330　入
場料：＄45〜＄195　ビッグアップルサ
ーカスが今年もやってくる。若いリング
マスターのもと、エキゾチックな動物や
獣は登場しないが、仔馬や犬などが愛嬌
ある演技を披露する。アクロバットやピ
エロも登場。スリルと笑いが詰まったエ
ンターテインメント。
詳細はwww.bigapplecircus.com
■ニューヨークシティ・バレエ2019年〜
2020年冬季シーズン＝21日〜3月1日ま
で　時間は曜日によって異なる David

Koch Theater（20 Lincoln Center）Tel:
212-870-5570 入場料: $35〜$200　７つ
のテーマ「オール・バランシン」「バラ
ンシン＋ペック」「ストラビンスキーと
バランシン」「ニュー・コンビネーショ
ンズ」「クラシックNYBI」「クラシック
NYBⅡ」とフルレングスの「白鳥の湖」
に分かれて上演される。
詳細はwww.nycballet.com/

ART
■メイド・イン・トーキョー:建築と暮ら
し1964/2020＝26日まで　Japan Society
Gallery (333 E 47th St) Tel:212-715-
1258 入場料：$12　$10（学生・シニア）
会員・16歳未満無料　東京の五輪開催年
である1964年と2020年のあいだの東京
の社会的変遷を建築を通して紹介する。
アトリエ・ワン（塚本由晴＋貝島桃代）
がキュレーター兼展覧会デザイナーを務
め6つの建築カテゴリー、18の建築物で
構成。　　詳細はwww.japansociety.org/
■イン・ザ・カンパニー・オブ・ハロル
ド・プリンス展＝3月31日まで Publ ic
Library for Performing Arts (40 Lincoln
Center Plaza) 入場無料　今年他界したブ
ロードウェーミュージカル界の巨匠、ハ
ロルド・プリンスの手掛けた作品と、ミ
ュージカル自体が彼の生涯そのものであ
ったことを検証する展示。　　　
詳細はwww.nypl.org/
■蝶の温室＝5月25日まで　American
Museum of Natuaral History（200
Central Park West）Tel：212-769-
5100　入場料：＄23　＄18（学生・シ
ニア）＄13（２歳〜12歳）熱帯植物の生
い茂る温室に、色とりどりのチョウ500
種が舞う。　　　詳細はwww.amnh.org/
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世界からＮＹの今が読める！便利な

「週刊ＮＹ生活デジタル版」
掲載されたお子さまの作品を、

日本のご家族に読んでいただくのに最適です。

プリントも可能です！！

www.nyseikatsu.com

http://shirt.co.jp/sakasamegane/
http://shirt.co.jp/sakasamegane/
http://op-ed.jp
https://www.youtube.com/watch?v=g2qtdiIWqAk
https://youtu.be/cRzLW5SKlG8
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